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はじめに

近年、 環境教育の場として学校敷地内に野生の生物が生息する空間

（学校ビオト ー プ）を創出する動きが多く見られるようになった。 特に、

1995年頃以降、 急速に整備件数が増加したが、 時間経過にともない活用

状況も変化してきている。 その原因としては、 学校ビオト ー プの空間特

性、 維持管理のあり方、 学校教育への活用方策のあり方などがあげられ

ているが、その全体像は必ずしも明らかになっていないのが現状である。

「阪神・都市ビオト ー プフォ ー ラム」では、 10年ほど前から学校ビオ

ト ー プの整備や活用のあり方について梢報交換を行ってきた。 具体的に

は、 1999年に「学校ピオト ー プ事例集」を発刊するとともに、 阪神地域

における学校ビオト ー プの普及啓発を目指したシンポジウムや研究会な

どを開催してきている。 学校ビオト ー プは全国レベルでも同様の拡がり

を見せており、 その普及啓発の顕著な取り組みとして、 1999年から陥年

で（財）日本生態系協会によって開催されている「全国学校ビオト ー プコ

ンク ー ル」があげられる。 5回目にあたる2007年も、 幼稚園や保育所か

ら大学に至るまで幅広い活動が全国から集まり、 学校ビオト ー プは徐々

に社会的にも認知されるようになってきているといえる。
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一方、 生物多様性国家戦略や学習指導要領の改定などにともない、 自

然環境への関心・理解・行動を育むための場づくりやプログラム開発な

ど様々な課題が指摘されている。このように学校ビオトー プを取り巻く

状況が変化する中で、 新たな課題に対しても広く問題提起し、 これから

の学校ビオトープのあり方を探ることが必要であるといえる。特に、 緑

地の減少が著しい都市域においては、 学校ビオトープを活用した環境教

育の果たす役割は大きいだろう。

そこでこのブックレットでは、 阪神地域を対象として、 学校ビオトー

プの現状に関する実態調査をもとに共通課題を再認識し、 学校ビオトー

プの活用を向上させるための方策を探ったものである。第1章「学校ビ

オトープの空間特性の評価」、第2章「学校ビオトー プの活用実態の評価」、

第3章「学校ビオトー プの継続的な活用方策の検討」の3章構成とした。

学校ビオトー プの役割は、 ①教育の場として、 ②地域の生物生息拠点と

して、③学校の緑地現境要素として、 などといった多様な側面を認識す

ることができるが、 このプックレットでは、 主に「①教育の場として」

といった側面から今後のあり方を探ったものである。しかし、 教育の側

面からの検証を通じて明らかになったことは、 今後の課題にも述べたと

おり、 これからは学校ビオトープの概念そのものを拡大していく必要が

あるということである。学校敷地の中で完結するビオトー プではなく、

地域環境との空間的・人的ネットワ ー クが益々強く求められていると思

われる。

なお、 このブックレットは、 堺・南大阪地域学フォ ー ラム平成20年度

大会「地域に生きる」 において、 前に示した分科会「検証・学校ビオト

ー プ」 (2008.10.05) で報告・議論された内容に加え、 阪神・都市ビオ

トー プフォ ー ラムでの2008年度の定例研究会での議論を基に作成された

ものである。 ご助力を頂いた関係各位にこの場を借りて感謝する次第で

ある。そして、 このプックレットが学校ピオトー プにかかわる人々のお

役に立つことを切に願うものである。

大阪府立大学大学院生命環境科学研究科 上甫木 昭春
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第1章 学校ビオト ー プの空間特性の評価

学校ビオトープは、「地域の生態系を理解する学習拠点を目指して、

学校敷地内に設けられた生物が生息する空間」として定義され、 「子

どもたちの環境教育の場として、 触れたり、 見たりの自然体験が出

来る」といった「環境学習の場」としての特徴を有しているりが、

地域の生態系の保全や向上のための、 環境資産としての意義もある。

しかし、 現状の学校ピオトープの整備状況を概観すると、 学内のプ

ー ル、 既存の観察池や樹林などを活用した多様なタイプが見られる

ものの、 先行事例を参考に池を中心とした水辺空間の再生といった

画ー化の傾向がみられる2) 。 ここでは、 ランドスケ ープの視点から学

校ビオトー プの空間特性を評価し、 計画・デザインのあり方につい

て検討してみたい。

, -, 学校敷地が有する生態的位置づけ

学校敷地内には、 本論で対象としている学校ビオト ー プに加え、

敷地周辺部の樹林や草地あるいは学習園といった多様な緑地がある。

ここではまず、 学校周辺の緑地資源と比較して、 学校敷地そのもの

が有する生態的位置づけを見てみよう 3) 。

調査対象とした学校は、 大阪市内に位置する4校であり、 いずれも

学校周辺は都市化しており、 そこに公園、 社寺、 河川、 農園などの

緑地資源が分散している。 調査内容としては、 学校を中心に半径

500m圏内の緑地資源を対象に、 その規模と構成要素（樹林、 流水、

止水、 草地の有無）およびチョウとトンポの個体確認調査を実施し

た。 その結果を示したものが表1-1である。 なお、 解析では調査結

果のデータを基にシャノン ・ ウィ ー バ ー 式を用いて多様性指数を算

出した4) 。

H'（多様性指数） ＝一L l(n i/N) *In (n i/N)I 

n iは種iの個体数、 Nは総個体数

小学校区別にみると、 まず東田辺小学校区では本学校のチョウ＋
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表1-1 大阪市内のチョウとトンポの個体確認調査

出現偲体数 多様性指数 緑地内環境特性
繰地名称 チョウ トンポ

＋チトョンウポ
面積 要素

種数＇図体数 種数＇但体数 {ha} 樹林 止水 流水 立地
東田辺ヽJヽ 6’ 83 51 36 l. 79 0.90 ． ． ． ． 

駒川南部 21 1 31 15 l. 50 0.60 ． 

長居A 31 37 31 20 l. 49 0.60 ． ． ． 

東 みどり貸農園 41 91 31 90 1. 47 0.06 ． 

田 酒君塚公園 51 98 31 29 1. 42 0.28 ． 
辺 駒J11中部 11 5 31 17 1. 20 0.60 ． 

i 駒JII北部 21 27 21 11 0.93 0.60 ． 

長居B 41 35 °l ゜ 0.91 0.60 ． ． 

区 スカイ9＼イツ 31 49 1 I l 0. 73 0.01 
さくら公園 31 41 ol ゜ 0.37 0.07 

東田辺公園 I l 20 I l 
15 0.37 0.06 

東田辺広湯 2 19 ゜ ゜ 0.34 0.03 

浪速運動公園 51 77 31 89 1. 43 3. 12 ． ． 

浪速中公回 51 99 21 47 1.36 0.45 ． 

大 大国ヽIヽ 51 73 51 20 1. 22 0.77 ． ． ． 
国 大国町北公園 51 69 2 I 16 1. 11 0. 31 

i
浪速東3公園 4 

I 
117 1 

l 
2 0.93 0.33 ． 

大国町南公園 5 
I 

68 1 
l 

1 0.86 0.48 ． 

区 出城公園 2 61 ゜ ゜ 0.45 0.27 
高岸公園 2 I 25 ゜

I 
゜ 0.34 0.36 

恵美公園 1 I ， ゜
I 

゜ 0.00 0. 10 ． 

緑道公園 8 
l 

98 4 
I 

41 1. 92 0.89 ． ． ． 

今川公園 5 
l 

71 4 
I 

22 1. 80 1. 14 ． ． 

白 平野白鷺公園 6 113 3 51 I. 71 3.41 ． ． 

！
みどり貸農園 3 l 50 3 I 27 l. 50 0. ll ． 

うるし坦公園 61 85 4 I 18 I. 26 1.05 ． 

白鷺中 51 75 21 4 1.05 l. 53 ． ． 

つくし公園 51 79 21 10 0.83 0.54 ． 
区

杭全西公園 41 35 11 4 0.83 0.13 
駒JIl公回 31 29 OI ゜ 0.48 0.23 

わかば公固 11 10 01 ゜ 0.00 0.07 

深江公園 41 21 21 26 1. 61 0.39 ． 

宝栄ヽIヽ 61 77 61 36 1. 47 1.03 ． ． 

西深江公園 41 61 31 24 I. 34 0.36 

宝 大阪書籍前祖栽 41 33 01 ゜ 0.97 0.04 ． 

栄 神路公園 21 39 21 8 0.88 1. 31 
ヽJヽ 千間川みどり公園 41 83 l l 3 0. 76 0.10 ． 

: 永田公園 41 51 01 ゜ 0. 72 o. 31 
平野川分水路南部 °l ゜ 21 4 0.69 0.60 ． 

区
蓮乗寺 2, 10 11 I 0.59 0.07 ． ． 

平野川分水路中部 01 ゜ 2 I 11 0,33 0.60 ． 

阪隕公園 2 
I 29 ゜

I 
゜ 0. 15 0.02 ． 

平野111分水路北部 I l 1 6 0.00 0.60 ． 

トンボの多様性指数が1.79と、 この地域で最も高い。 これは学校敷地

面積が0.90haと面積が他の地域内緑地と比較して大きいことが要因と

考えられ、 長居公園に次いでこれらの昆虫にとっての重要な生息拠

点であるといえる。 また、 みどり貸農園でのチョウ＋トンボの多様

性指数が1.47と高かったが、 これは図1-1からもわかるように西部に

長居公園が隣接し、 さらにキャベツやキュウリなどの多様な園芸作
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図1-1 東田辺小学校及び周辺緑地で確認されたチョウ・トンポの多様性指数

図1-2 白慧中学校及び周辺緑地で確認されたチョウ・トンポの多様性指数
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物が菜園内に存在しているためであると考えられる。

大国小学校、 宝栄小学校においても、 同様の傾向が見られ、 特に

大国小学校では公園に隣接していることから、 而梢がさほど大きく

なくとも一 体的に生物生息拠点を形成していることもうかがえた。

一方、 白鴛中学校ではチョウ＋トンポの多様性指数が1.05と中flitな昆

虫の出現にとどまっていた。 白鷺中学校に比べ、 緑追公園、 今川公

園、 うるし堤公園での、 チョウ十トンポの多様性指数がそれぞれ1.92、

1.80、 1.26と高いが、 これは屈11-2からもわかるように、 河川を中心

とした空間的連続性が大きく買献しているものと思われる。 また、

平野白鷺公園は孤立した公園であるにもかかわらず、 多様性指数が

1.71と高かった。 これは、 面積が3.4lhaと規模が大きいことや、 内部

に樹林や草地を持っていることが影押しているものと考えられる。

さらに、 みどり貸農園でのチョウ十トンポの多様性指数をみると1.47

と高かったが、 これは、 多様な種の園芸作物が菜園内に存在してい

ることや、 西部に白駕中学校や緑逍が隣接していることが要因と思

われる。

これらの結果より、 地域内における学校敷地が有する生態的位協

づけをみると、 地域内において学校周辺の緑地に比べて相対的に面

梢の大きい東田辺・宝栄両校で チョウとトンポの多様性が尚かった

写真1-1 東田辺小学校の学校ピオト ー プ
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ことから、学校敷地の生物生息にかかわる拠点性は、地域内での相

対的な面積の大きさに比例していることがうかがえた。 また、大国

小学校のように、公園や菜園に隣接している学校は、面積がさほど

大きくなくとも隣接する緑地と一体的に生物生息拠点を形成してい

ることもうかがえた。 一方、白鷺中学校は4校の中で最も面積は大き

いものの、学校敷地が有する生物生息にかかわる拠点性は低かった。

これは校舎が学校敷地内の各緑地を分断していることに起因してい

ると思われる。

以上のように、学校敷地そのものが校区内で昆虫など生物生息の

拠点性を有していることが裏付けられ、特に学校周辺の緑地資源と

のネットワ ー クがより重要であることも示唆された。

1-2 学校ビオト ー プにおける昆虫相の出現状況

学校ビオトー プに誘引される昆虫相は、上述した学校周辺の環境

特性および学校ビオト ープそのものの整備内容によって異なると考

えられる。 そこで、学校ビオト ー プにおける昆虫相の出現状況を、

学校周辺地域のランドスケ ー プの多様性と学校ピオトー プの多様性

に着目して見てみよう5)。

調査対象は、阪神地域の立地環境の異なる14校である。 学校周辺

地域のランドスケ ー プの多様性は、1km圏域の土地利用構成と市街

地占有面積から分類した。 学校ビオト ー プの多様性は、水面状況、

植生状況、整備面積などから、各昆虫の生息環境への適合性に配慮

して分類した。 全校同時に出現状況を比較するために、生息環境の

異なるトンポ16種、チョウ12種（表1-2、1-3)を指標種としてそ

の出現種と出現数の記録を各学校に依頼する方法をとった。 以下、

トンポの解析結果を図1-3に、チョウの解析結果を図1-4に示す。

トンボの出現状況を見てみると、流水面を有する3校では出現種数、

頻度ともに高い出現タイプ1のトンポのグル ー プが確認された。 中で

も、学校周辺地域のランドスケ ー プの多様性が高い武庫南小学校で

は、唯一 流水域で生息するハグロトンボが出現している。 また、周
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表1-2 調査対象トンポリストと出現タイプ

種名（学名） 環
生

境
息
の

分類

1 タ イ リク アカネ Sympet rum stri ola t um 
2コフキトンポ Deieli a ph a on A 

3 シオカラトンポ Orthet rum a lhistyrum speciosum 
4ウスバキトンポ P a ntala flavescens B 

5ギンヤンマ Anax p a rthenope iulius 
6ショウ ジョウトンポ Crocothemis servilia m ariannae 

7アキアカネ Sympetrum frequens 
8 ， コ

ノシ
ノシ
メト

メントンボ
ポ Sympetrum baccha m a t ut inum 

Sympetruminfusc a t um C 

10 キイト トン ボ Ceri11grion mel11nurum 
11ハラビロトンポ Lyriothemis匹坐双a stm
12チョウトンポ Rhyothemis fulu匹 noss
13オオ シオカラトンポ Orthetrum tri a ngu/a re me/ani a 
14コシ アキトンポ Pseudothemis zonaは D 

15リ スアカネ Sympetrum risi risi 
16ハグロトンポ Colootervx stra ta E 

A：止水域、人工池や学校のプール等で生息するトンポ

出現タイプ
I I I I 

11 21 31 41 f 
I I I I 
I I I I 

0 10IQo,o 
． 

I I I I 
。IQoIQo

I I I I 
I I I I 
I I I I 
I I I I 
I I I I 

0 10 10 10, — 

I I多I少I
I I I I 
I I I I 
I I I I 

I I I I 
0 10 1-1-1-

I I I I 

o: ー ： 一 '-'-
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a：蝶指数1都市段階（都市部で最も都市化の進んだところまで分布する稲）で、人家や公固または
林縁で見かけられるチョウ

b ：蝶指数1都市段階で、田畑、：t:手や公園で見かけられるチョウ
c ：蝶指数2住宅段階（都市近郊低密度住宅地域や大規棋な公園まで分布する種）で、田畑、土手

公園等で見かけられるチョウ
d ：蝶指数3農耕地段階（農耕地の優先する平地まで分布する種）で、公園や人家、土手等にも

見かけられるチョウ
c ：蝶指数3農耕地段階で、林緑、t1:寺でよく見かけられるチョウ
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辺地域のランドスケ ー プの多様性が低い東田辺小学校と東淡路小学

校では、 流水域で生息するトンポが欠落するものの、 止水域で生息

するトンボのグルー プすべてが出現する出現タイプ2のトンポが確認

された。一方、 水面、 もしくは草地が欠落した学校では周辺地域の

ランドスケ ー プの多様性の高低にかかわらず人工池やプー ルなどの

人工的な環境で生息する出現タイプ4、 5のトンボが確認されるにと

どまることがわかった。流水面はないが、 止水面が存在し、 草地、

低木で構成されている8校では、 学校周辺地域のランドスケ ー プの多

様性によってトンポの出現タイプが変化し、 高い学校では休耕田や

人工池 などで生息する出現タイプ2、 3のトンポが記録された。従っ

て、 トンボの出現には、 周辺地域のランドスケ ー プの多様性にも増

して学校ビオトー プの多様性が優位に影響する傾向にあることがわ

かった。

チョウの出現状況を見てみると、 学校周辺地域のランドスケ ー プ

の多様性と学校ビオトー プの多様性の両多様性がチョウの出現状況

にほぼ同等に影響していることが明らかとなったが、 特に、 学校周

辺地域に農地が存在する新森小路小学校、 糀台小学校などでは、 都

市、 住宅地、 農耕地の人家で生息する出現タイプ2、 3のチョウが見

られ、 農地の存在がチョウの出現に影響を与えていると考えられる。

また、 学校ビオトー プにおける、 草地の存在、 高中木層の被度の高

さがチョウの出現状況に影響していることもわかった。

一方、 上記の2軸から解釈しにくい学校があった。2軸からは出現

が低いと予想される学校において出現が多い原因を探ると、 トンポ

の出現にはプー ル（宝栄小学校、 田川小学校）、 チョウの出現には菜

園（宝栄小学校など）、 樹木園（成徳小学校、 附属池田小学校など）

が学校ビオトー プに隣接していることが影響していると考えられた。

また、 学校ビオトー プ環境の多様性が高くてもトンポ、 チョウの出

現が少ない学校では、 トンポとチョウの誘引を阻害する建物（高見

小学校など）やネットフェンス（鹿の子台小学校） などの要素が影

押していることがわかった。
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1-3 一個体追跡による昆虫の行動特性

以上の学校ビオトー プの昆虫相の出現状況を踏まえ、学校ビオト

ープの計画・設計のあり方を探るために、昆虫相の行動特性を把握

することが必要であると考えた。 そこで、各学校敷地内を一 定時間

に均等に踏査し、そこで遭遇した個体を可能な限り追跡する一個体

追跡法（図1-5)を用いてチョウとトンボの詳細な行動特性を把握

し、その行動と空間との対応関係を読み取った6)。 具体的な調査およ

び解析の内容は次の通りである。 まず、都市域に立地する4校におい

て、モンシロチョウ、アゲハチョウ、アオスジアゲハ、シオカラト

ンボ、ショウジョウトンボの 「飛行」「休憩」「吸蜜（チョウのみ）」

「産卵」といった4つの行動特性を把握、チョウとトンポが飛行した

軌跡を落とした平面図上に、「飛行」以外の行動を記号化したものと

その行動をとった場所、もしくは植物の種名を地点毎に布置した。

解析では、それら時間の長短を記号の大きさの大小で表し、少ない

ものから1分以内、5分以内、10分以内、20分以内、40分以内、80分

以内とした。 また、「飛行」について、ある場所での長時間の滞留と

短時間の滞留とでは、環境に対するトンボとチョウの嗜好性が異な

ると考え、飛行区間を破線で囲み、その間の飛行時間を面積で割っ
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図1-5 モンシロチョウの一個体追跡例
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た滞留時間を求め、 種ごとの全体の中心、 および上位・下位平均を

基にAからD (Aへ行くほど滞留時間は高くなる）の4ランクに分け

て平面図上に記した。 これらのデ ー タから各学校でのチョウとトン

ポの種ごとに各行動と空間要因との関係性を考察、 表1-4と図1_6

~9はその結果を示したものであり、 各学校について以下のような傾

向が読み取れた。 なお、 チョウとトンポの行動調査は夏と秋に実施

し、 夏は2000年7月24~8月31日、 秋は9月26日～10月18日にかけて行

った。

1)東田辺小学校（表1-4および図1-6参照）

全体の傾向としては、 チョウとトンポの敷地内部の緑地帯への飛

行が確認できた。 これはコの字型の校舎の開放部に学校ビオトー プ

を設置しており、 校舎などの構造物がなく多様な緑が学校敷地外か

ら視梵的に捉えやすいため、 チョウやトンボが学校内に進入しやす

くなっているものと思われる。

次にチョウ類の行動特性を捉える。 まず、 クスノキの大木を介し

たアゲハチョウとアオスジアゲハの飛行行動を見ると、 直線的では

あるが滞留時間がアゲハチョウ②でランクA、 アオスジアゲハ④で

ランクBと長かった。 さらに、 このクスノキの大木での休憩がアゲ

ハチョウ②で14分40秒と30分50秒、 アオスジアゲハ④で23分15秒と

他の樹木での休憩と比較して非常に長いこともうかがえた。 これは、

行動が光や温度によって左右されるチョウに、 大木が多様な温度環

境を提供していることによって、「休憩」行動が多くなったものと推

測される。 さらに、 校舎と校舎の隙間を通過した飛行が5個体中2個

体確認できたが、 このことは、 建物を分割し隙間を設けることによ

り学校内部と外部の移動が可能になることを示唆している。 次にモ

ンシロチョウの行動特性を捉えると、 図I-6 (2)より学校ビオトー

プ（菜園を含む）での滞留時間がランクAからBと長いこと、 さら

に表I-4よりモンシロチョウ⑬で11分40秒、 21分40秒と主にサツマ

イモが栽培されている菜園での休憩が長いことから、 モンシロチョ

ウは菜園での飛行や休憩を好んでいる傾向にあることがわかる。 こ
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表1-4 一個体追跡調査結果
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れは、 モンシロチョウの生態として開放的な緑地環境を好むことが

影響しているものと思われる。 また、 学校ビオトー プの西部に高さ8

mの防球ネットが存在するが、 アゲハチョウではそれを越えていく

飛行が1個体確認できたものの、 モンシロチョウはこれを越えられず

に横からグランドに飛び出していくという行動が全個体で確認でき

た。 このことからモンシロチョウなど飛翔力の弱い種には、 防球ネ

ットは阻害要因として働いていることがうかがえる。

トンポ類の行動特性を捉えると、 学校ビオトー プ内の池とプー ル

での飛行が中心であったが、 どちらにおいても滞留時間がランクA

と長かった。 また学校ビオトー プからプー ルヘの飛び方は直線的で

あるが滞留時間がランクA の飛行が両個体で確認できた。 これは、

学校ビオトー プとプー ルの間に存在するクスノキの大木が、 つなぎ

の機能を果たしていることによると考えられる。

2)大国小学校（表1-4および図1-7参照）

全体の傾向としては、 大国町南公園とのつながりがアゲハチョ

ウ ・ アオスジアゲハで2個体、 トンポ類で2個体確認できた。

次にチョウ類の行動特性を捉えると、 図1-7 (1)よりアゲハチョ

ウの「飛行」行動について、 学校ビオトー プから高さ6mの、 ヤプガ

ラシが巻き付いた防球ネットを越える飛行が見られた。 このことか

ら、 阻害要因と考えられる防球ネットも垂直緑化によってチョウの

飛翔の手助けができるものと思われる。「休憩」行動についてはアゲ

ハチョウ、 アオスジアゲハともに学校ビオトー プの樹木よりも以前

から植栽されているアラカシでの休憩が多く、 アゲハチョウ⑥が26

分、 ⑧が18分20秒、 アオスジアゲハ⑨が7分05秒と比較的長く休憩し

ていることがわかった。 これは、 東田辺小学校のクスノキの大木と

同様の理由によるものと考えられる。

トンポ類の行動特性を捉えると、 学校ピオトー プの水面およびそ

の周辺部での飛行が、 滞留時間ランクAと長いことから、 水面がトン

ボの誘引要素として働いていることがうかがえる。
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図1-6(2)モンシロチョウ＠ィ極

クスノキの大木
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3) 白鷺中学校（表1-4および図1-8参照）

全体的な傾向としては、 嗚門川とプ ー ルとを行き来したショウジ

ョウトンポや、 校舎外側の草地から南東部の菜園へ飛行したモンシ

ロチョウ、 うるし堤公園から校舎外側の樹林地を通って菜園へ飛行

したアオスジアゲハが確認できたことから、 うるし堤公園と北東・

南東部の菜園が敷地外周部の緑地によってネットワ ークされている

ことが明らかとなった。 また、 学校ビオトープヘのトンポの飛行が

本調査では一個体も確認できなかったが、 これは、 学校ビオトープ

の3辺が校舎と倉庫で囲われており、 トンポが水面を認知しがたい形

態をしているためと考えられる。

次にチョウ類の行動特性としては、 表1-4よりアゲハチョウ⑫は

シラカシでの休憩が36分05秒、 ミカンでの休憩が32分35秒、 アゲハ

チョウ⑬が南東部に存在するミカンで産卵を25秒と、 樹木沿いをゆ

ったりと飛行し休憩・産卵する行動が、 特に吸蜜植物や食樹付近で

確認できた。 しかし、 アオスジアゲハの食樹であるクスノキが学校

ビオトープ周辺に5本存在するが、校舎を越えてくることはなかった。

これは、 南部の校舎や倉庫が分断要素となっていることや、 学校ビ

オトープの3辺を建物で囲われている構造が影響しているものと考え

られ、 学校ビオトープや食樹などの位置を建物配罷との関係から見

ていくことの重要性が示唆された。 またアオスジアゲハ⑮の「飛行」

行動で、 一個体ではあるが、 滞留時間はランクDと大変低かったも

のの、 うるし堤公園から敷地北部のキンモクセイの列植を通って菜

園への移動を確認した。 このことから植生構造がキンモクセイの列

植と単調であるが、 公園と菜園をつなぐ移動経路として機能してい

ることがうかがえる。

図1-8 (2)よりモンシロチョウの行動特性を捉えると、 1個体であ

るが学校から敷地外の菜園への飛行が確認できたが、 校舎内側の菜

園への飛行は確認できなかった。 これは、 学校内にある菜園は高さ

が12mの防球フェンスと校舎で囲われており、 進入できない構造が

要因と考えられる。「吸蜜」行動では、 校舎外側で自生しているセイ
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タカアワダチソウで3個体中2個体見られ、 滞留時間もランクAから

Bと長かった。 これは、 粗放管理による草地が、 生息環境として充

実していることを示している。

図1-8 (3)よりトンボ類の行動特性を捉えると、「飛行」行動では、

プ ー ルから近接する西部の嗚戸川への飛行が確認できたものの、 学

校ビオトー プまで飛んでくる例は確認できなかった。 これは、 学校

ビオトープを3辺が校舎で、 1辺を藤棚で囲んでいるため上空から水

面を認識しにくいためであると考えられる。

4)宝栄小学校（表1-4および図1-9参照）

全体の傾向として、 敷地内部の緑地帯への飛行が確認できた。 こ

れは東田辺小学校と同様、 コ の字型の校舎の開放部に学校ビオトー

プを設置していることによるものと考えられる。

次にチョウ類の行動特性としては、 図1-9 (1)より敷地外周部の

緑地での飛行行動を見ると、 滞留時間がランクDと短いものの、 アオ

スジアゲハ⑪で確認できたことから、 敷地外周部の緑地が移動経路

として機能していることがわかる。

図1-9 (2)よりモンシロチョウの行動特性を捉えると、 菜園と学

校ビオトー プで滞留時間がランクA~Bと長いことから、 モンシロ

チョウの学校敷地内での行動で菜園と学校ビオトー プが一体的に使

われていることが確認できた。 また、 プ ー ル沿いの、 高さ2mのフェ

ンスの一部には朝顔が巻き付いており、 これをつたって学校ビオト

ープからプー ル内へ飛行したモンシロチョウ⑫を確認した。 これは、

大国小学校と同様、 飛翔力の弱いモンシロチョウの移動を助ける知

見として重要であると思われる。 一 方、 学校西部の樹林地での飛行

は滞留時間がランク D と短いが、 その間に存在する朝顔とシロツメ

グサにおいて「吸蜜」行動をとっていることから、 吸蜜植物を含む

外周緑地が移動経路として機能しているものと考えられる。「休憩」

行動について他の3校と同様、 菜園での休憩がモンシロチョウ⑳で16

分20秒（サツマイモ）、 ⑫が14分35秒（ヨモギ） と長かったが、 これ

は開放的な草地環境を好む生態的特徴が要因と思われる。
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図1-9(3)よりトンポ類の行動特性を捉えると、 プー ルと学校ビ

オトー プの池で滞留時間がランクAと長く、 さらに縄張りの領域が

学校ビオトー プの水面とプー ルと両方に広がっていることが確認で

きた。 これは学校ビオトー プの池とプー ルが隣接し、 上空から水面

を認識しやすい構造が要因と考えられ、 また、 2mのフェンスは、 ト

ンボには分断要素になっていないこともわかる。

1-4 学校ビオト ー プの空間デザインのあり方

ランドスケ ー プからみた学校ビオト ー プのあり方として、 まず、

学校周辺地域のランドスケ ー プの多様性の相違に着目して、 学校ピ

オトー プの位置づけや整備目標の明確化が重要であると考えられる。

具体的には、 学校周辺地域のランドスケ ー プの多様性が低い場合に

は、 学校ビオトー プそのものの多様性を高め地域のピオトー プ拠点

としての役割が重要となる。 一方、 学校周辺地域のランドスケ ー プ

の多様性が高い場合には、 学校ビオトー プの多様性をあまり高くし

なくても、 ある程度のトンポやチョウの出現は期待され、 地域の農

地や山林、 小川や公園などの地域資源と連携して、 地域の自然生態

性の保全や向上に寄与する役割を担わせることも可能である。

また、 学校ビオトー プの位置選定や整備内容に関して、 学校敷地

レベルでの緑地空間の総合的計画を立案し、 それに基づいた計画的

整備が重要であると考えられる。 トンポやチョウの行動特性も踏ま

えつつ、 学校ビオトー プの計画、 整備、 管理に関して、 以下のよう

な具体的な提案が上げられる(P26-27整備アイデアシ ート参照）。

①コの字型の校舎の開放部への緑地（学校ピオト ー プ）の設置

学校内部の緑地と周辺緑地との連続性を高めるため、 学校ピオト
ープや菜園などの緑地をコの字型の校舎の開放部につくる

②建物（校舎）の分節化

学校内部と外部のチョウの移動を可能にするため、 校舎などの建

物を分節化する

③他の施設（プー ルなど）との一体的整備
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トンボにとって水面の認知度が高まるよう、 学校ビオト ープをプ
ールなどと一体的に整備する

④外周緑地（樹林帯）のつなぎの機能の充実

学校の外周緑地に周辺緑地とのつなぎの機能を持たせるため、 そ

の質を充実させる

⑤植生の多層緑地や大木など、 多様な緑地環境の創出

植生の多層構造の創出や大木の設置など、 チョウ ・ トンボにとっ

ての隠れ場となる多様な緑地環境を創出する

⑥粗放管理の草地の確保

チョウをひきつける粗放管理の草地を確保する

⑦阻害要因の軽減策としての垂直緑化の推進

チョウの飛行を助けるため、 防球ネットなどの空間分断要素にア

サガオやヤプガラシなどのつる性の植物を巻き付ける

以上のように本論では、 ランドスケ ープの視点から学校ビオト ー

プの計画 ・ デザインのあり方を探ったが、 今後、 地域の緑地資源、

人的資源との連携をうまく図りながら、 自然環境教育の場としての

活用方策と併せた整備内容の検討が急務であると考えられる。

1-5 研究成果に基づくシミュレ ーションゲ ー ム

これら一連の成果を広く普及する手法として、 デジタル教材であ

る「自然環境シミュレ ー ター 『ビオトープ」をつくろう！ 7)」を開発、

2003年より連用を進めた。 パソコン上で学校ビオト ー プをデザイン

すると、 そのピオト ー プに出現しうる生物（主にチョウとトンボ）

が標記される、 といったシミュレ ー ションゲームである。 ゲームの

概要としては、 図1-10 (2)の広域マップの「里の学校」または「街

中の学校」より学校ビオトープの設置地区を選択するシー ンから始

まり、 次いで図1-10 (3)の画面において「校舎に囲われた位置」ま

たは 「公園やプールに隣接する位置」を選択する。 ここで子どもた

ちはビオトープをつくる位置の重要性に気づくだろう。 次に図1-10

(4) のような「設計画面」に入り、 池や樹木などのアイテムを画面
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上に配骰してピオトー プを完成させる。 樹林地はどれくらいつくれ

ばいいか、 チョウの食草は何か、 などを意識しながら配骰していく

ことで、 生物と棗楼との関係を楽しく学ぶことができるだろう。 最

後にシミュレ ー ションの段階に入るが、 ここでは、 四季の風故の移

ろいを体感できる「尿観シミュレ ー ション」と自身のデザインした

ピオトー プに「出現する生物のシミュレ ー ション」 が行われ、 最大

で20種以上の生物が出現する計算になっている（図1- 10 (4)の左欄

内に表示）。 そして子どもたちは「なぜ私のビオトープでは少しの生

物しか出現しなかったのか」、「なぜ私のピオト ー プでは00チョウ

が出現しなかったのか」といった問題意識を持つようになり、 デイ

スカッションを経て、 それが配置の問題であることや、 ピオトー プ

内のデザインのあり様によるものであることに気づく。

本サイトは「平成14年度(2002年）子どもゆめ基金」にて採択を

図1-10 (1) ゲームのトップ画面 図1-10 (2) 広域マップ画面

図1-10 (3) 学校敷地内選択画面 図1-10 (4) シミュレ ー ション画面
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受け作成、 約6年間にわたり全国小中学校での学校ビオトー プに関す

る学習を支援してきた実績を有する。 現在、年間4万件のアクセスを

得ており、 非常に多くの学校で活用して頂いているものと思われる。

“自然や環境にさほど興味のない子どもたちに、 ゲームというところ

から興味を引き出す効果をもたらすこと
”

、 “複雑化した自然環境の

仕組みをゲームであればポイントを押さえて解説ができること
”

“屋

外での体験学習であれば、 昆虫をその日に捕獲できなかった、 とい

った偶然性に影響を受ける部分があるが、 ゲ ー ムであればその日の

状況に影響を受けることがないこと
”

など、 ゲ ー ミングの要素を取

り入れたデジタル教材は多くの子どもたちの学びや気づきを支援す

るツ ールとして有効と考えられる。 今後は、実空間における体験学

習との一体的プログラム化を検討していくことで、 子どもたちの主

体的な活動のもと、 学校ビオト ー プの現境資産としての価値をより

高めていくことができればと考えているところである。
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■整備アイデアシ ー ト

学校ビオト ー プの計画上の視点

①コの字型の校舎の開放部への緑地（学校ビオト ープ）の設置
学校ピオトー プの位ii'tによ って、 学校内でのチ

ョウ·トンポの行動鉗城が異なることがわかった。

例えば束Ill辺·‘iは栄,,,,]校では． コのオ別の校令の

開放部に学校ピオトー ブおよび菜1-:ilをつくってお

り、 校令などの構追物がなく 、 多様なuが視北的

に捉えやすいため 、 チョウが学校内に進人しやす

くなっている。 従って、 学校内部のい地と周辺粒

地との述続性を翡めるため 、 学校ピオトープや菜

園などの秘地をコの字 I利の校令の1111/IJ.部につくる

ことがイi効と思われる。

屁
。亨

- ②建物（校舎）の分節化

如II ill・‘it栄lIhi校で校令と校令の隙It1をねらっ

たチョウのlie行が確認できたが 、 その内 ． 渡り

廊ドを越えたりi卜9ったりしたチョウは 例のみ

であった。 これは、 校令の配沢がコの
‘

戸利で ．

内部の緑地と外Jl,ll鴇のt.k地とが建物や渡り廊ト
―

で空間(Iりに分断されていることが1!il迎であると

朽えられる。 従って学校内部と外部の ． チョウ

の移動を1II能にするため建物 を分節化する こと

が介効と息われる。

巳心
③他の施設（プ ー ル）との一 体的整備

‘k栄小学校では。 学校ピオトー プとプー ルとが

隣接することによりトンポが ・体的に縄張りを

形成し、 出現個（木数も多かった。 このことから 、

学校ピオトー プの面積を大きくとらなくとも プ

ールなど他の施設と ・（木的に幣{ii/することにより、

効果的にトンポが呼ぺると息われる。

学
校
ピ
オ
ト
ー

プ

... 
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④外周緑地（樹林帯）のつなぎ機能の充実

I'1伐中学校において 、 西部に抹道(iIII)11を含む）

が、 北束・南束部に菜I«!がそれぞれ存在し 、 それ

らと学校の外l'Ilの樹林椛でチョウのネットワーク

が形成されていた。 このことから 、 外周緑地のネ

ットワークのイi効性がうかがえる。

学校ビオト ー プの設計上の視点

⑤植生の多陪緑地や大木など、 多様な緑地環境の創出
多様な絲地屎脱を削出することによってチョウがそこに

長ll.Ii|ll滞利したり休憩したりすることが明らかとなった。 具

体的にアゲハチョウやアオスジアゲハでは、 洋地・中低木・

拙木といったM'I:の多/1'1構追の削／1｝ 、 一本で多様な温度屈槌

を形成できる人木の柏栽などが〉怜げられる。 一方モンシロチ

ョウでは 、 休憩が非常に及かった菜園が屯要であると思われ

る。 また ． これら人木や菜1-:dは束IT!辺小学校のクスノキのよ

うに 、 各給地のつなぎの役nも果たしていることもlり1らかと

なった。 このことから ． 梢生の多柑緑地や大木などの多様な

い地閃税の創出がイi効と息われる。

⑥粗放管理の草地の確保

モンシロチョウの「吸蜜J行動に47目すると 、 白氾中

学校のように比較的行理の行き屈いていない校舎必で吸

密することが多かった。 このことから粗放管理の位地を

生物生息空間として確保することがイi効と思われる。

⑦阻害要因の軽減策としての垂直緑化の推進

如II辺小学校の学校ピオトー プの西部に存在する防過ネ

ットや校令 、 I
‘
If3中学校の幹線道路 、 各学校の渡り廊下など ，

チョウやトンポのネットワ ー クを阻古する要丑出はどの学校

にも見られた。 飛翔）Jの弱いモンシロチョウなどがこれら

の必l和の彩評を受けやすいが 、 .k.IKl・ 宝栄両校で見られた

ようにネットに利l船やヤプガラシなどのつる性の植物を巻

き付けるなど ． l；Il
‘
、 If疫l月の1['直絲化によって 、 チョウやト

ンポの飛行を助げることができるものと息われる。

·':

-
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第2章 学校ビオト ー プの活用実態の評価

はじめに

持続可能な社会を構築するためには、 あらゆる主体が自主的・積

極的に現境保全活動に取り組むことが欠かせない。 そのためには、

あらゆる機会を通じて環境問題について学習することが大切になる。

中でも、 次代を担う子どもたちへの環境教育は極めて重要だといえ

る1) 。

学校教育においては「身の回りの環境とのかかわりを通して豊か

な感性と自然を大切にする心を育て、 自然と人間との関係について

理解を深める」とともに「体験的な学習や問題解決的な学習を取り

入れるなど指導方法を工夫し、 よりよい環境づくりについて、 多面

的、 総合的にとらえ、 主体的に実践する態度の育成に努める」こと

が求められている2) 。 学校ビオト ー プの整備・活用は、 その課題に応

えるひとつの方法である。 とりわけ、 自然環境の少ない都市域では、

学校ビオト ー プを活用した環境教育の役割は大きいと考える。

大阪市においては、 取り組みが始まって約10年を経過した現在、

64校園で学校ビオト ー プが整備されている。 その中には、 学校ビオ

ト ー プを活発に活用している事例がある一方で、 ビオト ー プに対す

る認識が不十分なために環境教育教材として活用しきれていない事

例もある3)。 いまいちど、 学校ビオト ー プの活用を向上させる方策を

検討し、 その具体化を図る必要がある。 学校ビオト ー プの活用に関

する研究としては、 学内での立地条件が児童の利用に影響するとい

った整備状況と活用に関する研究 4) 5) ゃ、 学校ビオト ー プに多様な

構成要素をもたせることが教員の意欲を高めることに有効だという

教員意識に関する研究 6) は行われているが、 活用実態の経年的な変

化を踏まえて検討された研究は行われていない。

そこで、 ここでは、 大阪市域を対象として学校ビオト ー プの活用

実態の経年的な変化を探り、 活用の継承性にかかわる要因をとらえ、

今後の活用、 維持管理、 運営等のあり方について検討してみたい。
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2-1 学校ビオト ー プの整備動向

学校ビオト ー プの整備動向は、 大阪市教育センタ ー が2007年に実

施した 「環境教育に関する調査」に基づいて整理した（図2-1)。

1998年に整備したのが9校園（以下、 校）と最も多く、 その後も毎

年約5校での整備が行われている。1998年に最も多いのは、1997年

に大阪市教育委員会から学校ビオト ー プ整備に関する通知が出され

たり、1998年に大阪市教育センタ ー 主催の研修会が行われたりした

ことが影響しているものと考えられる。 それ以降も毎年数校で整備

されているのは、 2004年まで学校ビオト ー プに関するリ ー フレット

が発行され、 配布されたからだと考えられる。

0

9

8

7

6

5

4

3

2
 

頷
森

゜

1972 1977 1982 1987 1992 1997 2002 2007 

年度

図2-1 大阪市内の学校ピオト ー プの整備動向

2-2 学校ビオト ー プの取り組みに対する意識の変化

大阪市教育センタ ー では、 2000年と2004年に学校ピオト ー プ整備

校に対して、「学校ビオト ー プを活用する際の主なねらい」「学校ビ

オト ー プを整備・活用していく中での子どもたちの体験 ・ 意識の変
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化」「保護者・地域住民の学校ビオトー プヘの関心」 についてアンケ

ートを行っている。今回同様のアンケ ー トを実施 し、 学校ビオトー

プの取り組みに対する意識の変化を、 2000、 2004、 2008年度で比較

した。 調査校は、 2008年（今回調査）は54校、 2004年は44校、 2000

年は23校であった。 そのうち、 いずれの年度においても調査が行わ

れたのは、 1牡交であった。

(1)活用する際の主なねらい

活用 する際の主なねらいについての調査結果を、 図2-2に示す。

全対象校については、「教科・領域の学習教材」「総合的な学習の

学習教材」「やすらぎの場」「原体験の場」が、 すべての時期で40%

を超えている。 2000年には約80％を示した「総合的な学習の学習教

材」は、 その後減少を続け、 2008年では約60％になっている。「やす

らぎの場」も 約60％から約45 ％に減少している。 それらに対して、

「教科、 領域の学習教材」が2000年に比べて20％増加し、 約80％にな

っている。「原体験の場」は2000年の約65％から2004年に約50％ヘー

度減少しているが、 2008年度には再び増加し、 約60％になっている。

「地域の人とともに作り、育てる場」 は約30％から約15％に減少している。

2000年度からの実施校については、 全対象校の傾向と同様に、

2000、 2004年では「総合的な学習の学習教材」が約85％から約65%

に、「やすらぎの場」 は約65％から50％に減少し、「教科・領域の学

習教材」が約65％から約95％へ増加している。「地域の人とともに作

り、 育てる場」も同様に約30％から約15 ％へ減少している。 また

「原体験の場」 は全体対象校とは異なり、 2000年から2008年にかけて

約60％から約40％へと減少している。

全体として学校ビオトー プは主に「教科・領域の学習教材」「総合

的な学習の学習教材」「やすらぎの場」「原体験の場」 としてのねら

いで活用されており、 2000年から2008年にかけて「教科・領域の学

習教材」としての活用が増加し、 他の3つのねらいは減少しているこ

とが把握できた。



第2章 学校ピオト ー プの活用実態の評価 31 

ou•饂填の零冒〇材として
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図2-2 時期別にみた学校ピオト ー プを活用する際の主なねらい

(2)子どもの自然•生物に対する体験・意識

子どもの体験・意識についての調査結果を、 図2-3に示す。

80 100 

（％） 

全対象校について は、2000年には学校ビオト ー プの活用によって

子どもの体験・意識に変化が認められたとする 学校が80％を超えて

いたが、 その後減少し 、 約3 0％ は「どちらともいえない」と回答し

ている。 また 、2008年では、「変化が認められない」という学校も 認

められる。

2000年度からの実施校についてみると 、2000年では80％以上で変

化が認められると回答しているが、2004年度では60％以下になり、

2008年度では再び80％を超えている。

変化の内容についての調査結果を図2-4に示す。

全対象校では「自然•生物に触れ合う機会が増えた」「自然•生物

に対する興味•関心が高まった」とする反応が高く、すべての年度

で60％を超えている。 次いで多いのは「自然•生物に対する考え方

が深まった」で約3 5％であった。 また2000年で約25％であった 「友

達や家族との交流の機会が増えた」 は、2004、2008年では減少して

いる。
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2000年度からの実施校については、 全対象校の傾向と同様に 「自

然•生物とふれ合う機会が増えた」「自然•生物に対する興味•関心

が高まった」への回答率が高く、 すべての年度で65％を超えている。

次いで 「自然•生物に対する見方・考え方が深まった」が多い。「見

方・考え方が深まった」に関しては、 2000年の約30％が2004年には

約60％に増加し、 2008年には25％に再び減少している。

全体として、 学校ビオト ー プを活用することにより、 半数以上の

学校で子どもの体験・意識に変化が認められた。その変化の内容は、

自然•生物にふれあう機会が増えたり、 興味•関心が高まったりし

たというものであった。なお、 2000、 2004、 2008年の3時期では顕

著な差は認められなかった。
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図2-3 時期別にみた子どもの自然•生物に対する体験・意識の変化
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(3)保護者や地域住民の学校ビオト ー プに対する関心

保護者や地域住民の学校ビオト ー プに対する関心の程度について

の調査結果を、 図2-5に示す。

全対象校についてみると、「積極的なかかわり」や「教職員との会

話の中にビオト ー プが話題にのぼる」といった保護者・地域住民の

高い関心がみられるという回答は、 2000年では約50％あげられてい

る。その後、 2004、 2008年度には「積極的なかかわり」が減少し、

「かかわりはないが理解はある」が増加している。さらに「まった＜

評価されていない」が2004年度以降あげられるようになっており、

保護者・地域住民の関心が低くなっていることがうかがえる。

2000年度からの実施校についてみると、「積極的なかかわり」や、

「教職員との会話の中で話題にのぼる」は、 整備からの時間経過に伴

い減少している。2004年度以降は、「まったく評価されていない」が

あげられるようになっている。

学校ビオトープ活動に対して多くの学校で保護者・地域住民の理

解は得られているが、 整備からの時間経過に伴って、 積極的なかか

わりが減少し、 保護者、 地域住民の興味•関心が薄れていると評価

している学校が多いことがわかった。全対象校に比べ、 2000年度か

らの実施校の方がその傾向が顕著である。

以上、 学校ビオト ー プに対する子ども、 保護者、 地域住民のかか

わり方や意識の変化をとらえた結果、 多くの学校で教科・領域や総

合的な学習の学習教材、 やすらぎの場、 原体験の場として、 を主な

ねらいとして整備・活用されていることがわかる。その中で、 2000

年は総合的な学習の学習教材としてのねらいが最も多かったが、 そ

の後2008年には教科・領域での学習教材が最も多くなっている。ま

た、 実際活用を行うことを通じて、 子どもの体験・意識に何らかの

変化が認められるとする学校が半数以上ある。その内容は、 自然・

生物とふれあう機会が増えた、 興味•関心が高まったというものが

多く、 次いで生物に対する見方・考え方が深まったというものであ

る。
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この結呆から、 学校ピオトープは自然•生物を身近に体験するこ

とにより、 自然 •生物について学習する祁入部の役割を果たしてい

ると考えられる。 また、 保渡者・ 地域住民の学校ピオトープ活動へ

の梢極的参加は整備からの時間経過に伴って減少し、 理解はあると

いう段階にとどまっている学校が多く、 長期間続ける中では保護

者・ 地域住民の関心が低くなっている現状が把握できた。 子どもと

保設者や地域住民が一 絣になって自然観察するなど、 さまざまな働

きかけをしていく必要がある。

2000 

2叩

2008 
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図2-5 時期別にみた保護者・地域住民の学校ビオトープに対する関心

2-3 学校ビオト ー プの活用動向

ここでは、 学校ビオト ー プの「活用実態」の経年変化とそれにか

かわると思われる4~7)「空間樅成」「維持管理」「外部とのかかわり」

「内部からの梢報発信」などとの関係性を探った。 対象校は、 2008年

の調査対象校54校である。

(1)活用実態

教職員の教科、 総合、 特活、 クラプ、 委貝会における学校ピオト
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ープの活用経験の有無と活用時期について集計した結果を、 図2-6

に示す。 なお、 活用時期は、 整備年から現在まで活用している場合

を「継続」、 前半のみ活用し、 現在は活用していない場合を「前半」、

整備当初は活用していないが後半のみ活用している場合を「後半」、

整備年や現在を含まない一 部の時期のみ活用している場合を「断続

的」とした。

学校ビオト ー プを教科の学習で活用している学校が80％を超えて

最も多く、 次いで総合的な学習の時間が65％となっている。授業以

外ではクラプ活動が約 10％で委員会は約40％と、 委員会での活用の

方が多い。 活用時期に関しては、 整備当初に始めた項目については

現在まで半数以上の学校で継続して行われている。 継続されている

割合は、 教科が最も多く80％となっている。

次に、 活用項目数とその変化からみた活用実態のタイプ分けを行

った。 その結果、 活用項目数が小学校では3項目以上で整備当初か

ら継続して活用されていて、 幼稚園と中学校では 2 項目以上で継続

して活用されている学校を【1. 多項目継続タイプ】 10校、 活用項

目数が小学校では 2 項目以下、 幼稚園・中学校では 1項目以下で整

備当初から変化のない学校を【2. 少項目継続タイプ】 13校、 整備当

初から現在までに項目数が増加した学校を【3. 項目数増加タイプ】

教科

総合

特活

クラブ

委貝会

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 

（％） 

図2-6 活用の経験及び時期
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11校、整備当初から現在までに項目数が減少した学校を【4． 項目数

減少タイプ】 8校、増加・減少がともに起こった学校を【5. 項目数

増減タイプ】5校、まだ活用経験が浅いと考えられる学校ビオト ー プ

整備後3年以内である学校を【6. 整備後3年以内タイプ】 6校に分類

された。

(2)空間構成

空間構成の変化と変化時期の調査結果を図2-7に示す。 なお、用

地面積、構成要素、 関連施設の増減の起こった時期は、整備当初か

ら現在までの年数を3時期に分け、「前半」「中間」「後半」とし、そ

の区分のどこにあてはまるかと、時期をまたいで複数回起こった場

合を「複数回」とした。 また構成要素、関連施設については、増減

の起こった要素、施設について集計した。

増加

減少

増加

減少

0 5 10 15 20 25 30 
（％） 

用地面積の増減経験及び時期

0 5 10 15 20 25 30 
％） 

構成要素の増減経験及び時佃

培加

減少

戸」

0 5 10 15 20 25 30 
(%) 

関速施設の増減経験及び時期

図2-7 空間構成の変化と変化時期
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空間構成の増減があった学校数は25％以下と少ない。 増加は全体

で10-25%、 減少は 1~6％と減少の起こった学校は少ない。変化の

割合が最も多かったのは増加が約25%、 減少が約5％の構成要素であ

った。変化の時期に関しては増加が前半の時期に多く、 減少は後半

の時期に多くなっている。

変化した構成要素および関連施設についての調査結果を図2-8に

示す。 構成要素では水田を増加している学校が5校と最も多い。 次

いで池、 草地、 石積み、 落ち葉の堆積場が4校となっている。 また、

池が2校で減少している。 関連施設では、 掲示板を増加する学校が

7校と最も多い。 次いで教材園・学習園が4校となっている。

空間構成増減のきっかけについての調査結果を、 図2-9に示す。

「設置にかかわった教職員の異動」が、 増加、 減少ともに5校であげ

られており、 両方のきっかけとなっている。「行政からの支援・サポ

ート提供」は5校、「行政以外からの支援・サポ ー ト提供」は4校と、

ともに増加のきっかけとなっている。 増加が整備当初の時期に多い

ことから、 整備時には支援・サポ ー トが多く集まることがうかがえ

る。 減少した7校では、「ビオトー プ運営担当教員の交代」が、 その

きっかけとなっている。
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図2-8 変化した構成要素•関連施設
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さらに、 空間構成の変化と活用実態の関係についてみる。 空間構

成の変化がない学校を【0. 増減なしタイプ】、 整備当初から現在ま

で増加のみが起こった学校を【 1 ． 増加のみタイプ】、 減少のみの変

化が起こった学校を【2. 減少のみタイプ】、 増加・減少がともに起

こった学校を【3. 増減ありタイプ】 とし、 前節で分類した活用実態

とのクロス集計を行った結果、 有意な関係性は認められなかった。
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図2-9 空間構成の変化のきっかけ

(3)維持管理活動

学校ビオト ー プの環境の維持・向上のための維持管理と維持管理

の一環としての生物調査の実施経験と実施時期についての調査結果

を図2-10に示す。「ビオト ー プ現境の維持向上のための維持管理活

動」を行っている学校は80％以上であるが、「生物調査」を行ってい

る学校は30％以下と少ない。 また、 その時期について、「ビオト ープ

環境の維持向上のための維持管理活動」を継続して行っている学校

は90％以上と多いのに対して、「生物調査」を継続して行っている学

校は少ない。
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維持管理

生物謂査

゜ 20 40 60 80 

図2-10 ビオト ー プ環境の維持・向上のための維持管理・生物調査の実施経験

次に、 現在までに維持管理にかかわる人とその時期についての調

査結果を図2-11に示す。 維持管理にかかわる人としては「特定の教

職員」が70％を超え最も多い。 次いで「特定の児童」となっており、

維持管理活動は学内の特定の人によって行われている学校が多く、

学外の人の維持管理活動へのかかわりは少ないといえる。

かかわりの時期についてみると、 継続して維持管理にかかわって

いるのは、 特定の教職貝とする学校が70％を超えており、 維持管理

活動は特定の教職貝に任される傾向にあることがうかがえる。「専門

業者」は前半のみかかわっている学校が多い。 また、「PTA」「PTA

以外の人」がかかわっている学校は少ないながらも、 その70％以上

の学校で継続して維持管理にかかわっている。 この結果からPTA、

PTA以外の地域住民などは、 維持管理活動に一 度参加すると、 継続

して参加する傾向にあると考えられる。

さらに、 維持管理活動と活用実態との関係性を把握した。 維持管

理活動のタイプ分けは、 項目数ではなく、 かかわる人が複数か、 特

定の人のみかに滸目し、 整備当初から現在までに維持管理に複数の

人がかかわっている学校を【1. 複数の人タイプ】、 特定の人がかか
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わっている学校 を【2. 特定の人のみタイプ］、 初めは維持管理に複

数の人がかかわっていたがある時点から特定の人のみのかかわり に

なった学校を【3． 複数→特定タイプ 】とし、 活用実態のタイプとク

ロス集計を行った。 その結果 、【活用実態：2. 少項目で継続タイプ］

と【維持管理：2． 特定の人】、【活用実態：4. 項目数減少】と（維

持管理：3. 複数→特定】に有意な関係性がみられた。 また【活用実

態： 1. 多項目継続】および【活用実態：3. 項目数増加】と【維持

管理： 1. 複数の人】にもやや関係性が認められた。

専門菜者

全教職員

特定の教職員

全児童

特定の児童

PTA 

PTA以外の人

゜ 10 20 30 40 50 60 70 80 
（％） 

図2-11 維持管理にかかわる人とかかわる時期

(4) 外部とのかかわり

行政からの支援、 行政以外からの支援、 学外での発表、 新聞等の

取材を受けた経験、 その時期について集計した結果を図2-12に示す。

全体として、 外部とのかかわりをもっていた学校 は30％ 以下と少な

かった。 かかわり の中では「行政以外からの支援」が約30％と最も

多い。 かかわる時期に関しては、 継続して行われているものでは行

政以外からの支援が20％を超え最も高い。「発表」「取材」は継続し
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て行われている学校はない。「支援・サポ ー ト」「取材」は前半に多

い傾向にあり、 外部 からのかかわりは全体として前半の時期に多い

ことがわかる。

行政・行政以外からの支援・サポ ー ト内容 についての調査結果を

図2-13 に示す。支援の内容としては、 行政からは 「資金」が5校で

あげられ最も多い。行政以外からは 「人的労力」「助言」「情報提供」

「資金」がすべて7校以上と、 幅広い支援を受けていることが読みと

れる。割合が5 0％を超えているものが、 行政は 「資金」、 行政以外は

「人的労力」「助言」「情報提供」であることから、 行政の支援・サポ

ートは主に資金、 行政以外の支援・サポ ー トは主に労力や活用・維

持管理方法等の情報となっていることから、 それぞれ支援・サポ ー

トの役割が違っていることがわかった。

さらに、 外部とのかかわりと活用実態との関係性を把握した。外

部とのかかわりについてのタイプ分けでは、 各項目におけるかかわ

りの度合いが低いことから、 いずれかの項目が継続されているかど

うかとその時期に着目して、 外部とのかかわりがない学校を【0. な

しタイプ】、 整備年から現在までの半分以上 の年数で何らかの項目で

かかわりを継続している学校を【1. 継続タイプ】、 前半のみでかか

わりがある学校を【2. 前半のみタイプ】、 後半のみでかかわりがあ

る学校を【3. 後半のみタイプ】、 整備年から現在まで断続的にかか

わりがある学校を【4. 断続的タイプ】とし、 活用実態タイプとのク

ロス集計を行った。その結果、【活用実態：2. 少項目継続タイプ】

と【外部とのかかわり：0. なし】、【活用実態：6. 整備後3年以内】

と【外部とのかかわり：1. 継続】、【活用実態：4. 項目数減少】と

【外部とのかかわり：2. 前半のみ】、【活用実態：5. 項目数増減】と

【外部とのかかわり：4. 断続的】 に有意な関係性がみられ、 また

【活用実態：1. 多項目継続】と【外部とのかかわり：3. 後半のみ】

にもやや関係性がみられた。
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行政からの支援

行政以外からの支援

学外での発表

新聞等の取材

10 

8 

2 
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図2-12 外部とのかかわりの経験及び時期

資 人 助 情

材 的 言 報

提

供

35 (%) 

図2-13 行政・行政以外からの支援・ サポート内容

(5)内部からの情報発信の変化

「学校便りの発行」、「ホ ー ムページの作成」、「掲示板を設ける」、

「授業等での発表の楊を設ける」、「ピオト ー プに関する集会を行う」、

「文化祭•集会等での発表」、「児童生徒と保設者がともに維持管理を
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行う」、「地域の施設で情報発信を行う」、「アンケ ー ト調査を行う」、

について発信経験と発信時期の調査結果を図2-14に示す。

まず、 全体の傾向をみると 、 約50％の学校で何らかの形で内部か

らの情報発信を行っていることがわかる。 情報発信の方法としては、

「学校便りの発行」が40％を超え最も多く 、 次いで「掲示板の設置」

が続く。 その時期については、「学校便りの発行」、「集会」、「地域施

設での情報発信」、「アンケ ー ト調査」は前半の時期に行っている学

校が多い。 また「ホ ー ムペ ー ジの作成」は後半になってから行われ

る学校が多い。 比較的継続して行われているのは「掲示板」、「授業

等での発表の場を設ける」、「保護者・地域住民が児童生徒とともに

維持管理を行う」である。

さらに 、 内部からの情報発信と活用実態との関係性を把握した。

内部からの情報発信のタイプ分けでは、 内部からの情報発信は約半

数の学校で行われていることから 、 活用項目数とその項目数の変化に

着目し 、 内部からの情報発信を行っていない学校を（0. なしタイプ】、

整備年から現在までの年数の半分以上2項目以上の発信を継続してい

る学校を【1. 多項目継続タイプ】、 1項目の発信を継続している学校

を【2. 少項目継続タイプ】、 整備から2年間の発信項目数より 3 年目

以降減少した学校を【3. 減少タイプ】、 情報発信の継続期間が 2 年以

下で断続的に発信が行われている学校を【4. 断続的タイプ】と示し 、

活用実態タイプとクロス集計を行った。 その結果 、【活用実態：2. 少

項目継続タイプ】と【内部からの情報発信：o. なし】、【活用実態：1.

多項目継続】と【内部からの情報発信：1. 多項目継続】、【活用実

態：5. 項目数減少】と【内部からの情報発信：3. 減少】に有意な関

係性が 、 また【活用実態：3. 項目数増加】と【内部からの情報発信：

2. 少項目継続】にもやや関係性が認められた。
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学校便りの発行

ホー ムページの作成

褐示伍を設ける

発表の場を設ける

集会を行う

文化祭集会奪で発表

児重生徒とともに績持胃理

地填の籍設で情籠発償

アンケー ト謂査
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（％） 

図2-14 内部からの情報発信経験及び時期

(6)学校ビオト ー プの整備・活用に関するノウハウを共有するための工夫

全体の約30％が、 教職貝Ililで学校ビオト ー プの整備・活用に関す

るノウハウを共有する工夫を行っている。 その内容（図2-15)は、

研修会の実施、 活動記録の保管引継ぎ、 ピオト ー プ委員会の整備な

どである。 その他に、 努力H椋として取り入れる、 指祁計画の作成、

話し合い、 日々の情報交換という回答があった。

(7)地域の自然環境の活用状況

地域の自然珠椛を珠檄学習の場として活用している学校は25校で、

全体の約半数であった。 活）廿場所(I叉12-16)は、「公園」が80％と

最も多く、 次いで「川」や「神社」があげられている。 活用方法

（図2-17)については、「生活科の学習」が70％以上と多く、 次いで

「自然との触れ合い」、「総合的な学習」で活川されている。 この結呆

から地域の自然珠榜の活）-l·J状況と学校ピオト ー プの活用は同じよう

な傾向にあることがうかがえる。
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全教は員対象の学内での研修会

特定の教厄員対象の 学内での研修会

外部謂師を招いての全教瓢員対象の研修会

特定の教塁員対象の外部講師を招いての研修会

学外への視察

利活用・縫持管理活動の記餞 ． 保管·引継ぎ

敦闘員によるピオトー ブ委員会を整傭

その他
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図2-15 学校ピオト ー プに関するノウハウを共有するための工夫

公園

神社

) l l 

池

道路の植樹帯

そ の他
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（％） 

図2-16 環境学習の場として活用している地域の自然環境
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生物調査

水質調査

土質調査

大気調査

自然との触れ合い

理科の学習

社会科の学習

生活科の学習

総合的な学習

図工科・美術の学習

美化活動

その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80 

図2-17 地域の自然現境の活用方法

(8) 学校ビオト ー プ活用上の問題点

（％） 

学校ビオトー プ活用上の問題点についての調査結果を図2-18に示

す。「維持管理、 活用していくための予算がない」「維持管理に費や

す時間がない」「活用するための組織的、 計画的取り組みがない」

「設置にかかわった担当教員が在籍しなくなり、 他教員の関心が低く

なった」を問題点とする学校が40％以上と多い。学校ピオトープ活

動を継続させていくために重要な維持管理を行っていく上で、 予算

や時間の不足、 中心となる熱心な担当教員の異動による他教員の関

心の低下、 活用に関する計画的取り組みの欠如を問題点としてあげ

る学校が多い。広さや立地条件に関する問題点はあまりあげられて

いない。

(9) 学校別にみる活用の経年変化と関連要因

上述した活用実態の6タイプ とそれに関連すると思われる下記の要

因について、 学校別に整理した結果を、 表2-1に示す。

・維持管理にかかわる人が複数か特定の人のみか。
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雑持管理の正しい方法がわからない

雑持管理が一部だけの丸担になっている

維持管理 ． 活用していくための予算がない

維持管理についやす時間がない

広さに限りがあり ． ピオトーブの拡張ができない

立地的条件が日常的な活用の妨げになっている

具体的事例が手元になく賓効な活用方法が
わからない

活用するための組織的 ． 計1i1的取り組みがない

設置にかかわった教諏員が在nしくなり 、

他の教諏員の関心が低くなった

その他

゜ 20 40 

図2-18 学校ビオト ー プ活用上の問題点

60 80 

（％） 

・教職貝間で学校ビオト ー プの日常的な活用 ・維持管理のノウハウ

を共有する仕組みがあるか。

・整備当初の担当教職員の異動があったか、 またその際の引継ぎが

行われたか。

・問題点として、 活用するための計画的取り組みがないことをあげ

ているか。

・外部とのかかわり、 内部からの惜報発信のタイプ別番号。

・活用項目数に増減があった学校については、 増減が起こったとき

の出来事。

多項目での活用が継続する学校では、 維持管理に複数の人がかか

わる学校が多い。 担当教職員の異動があった学校では教］［瓶員間でノ

ウハウを共有する仕組みをもつか、 異動時の引継ぎが行われている。

維持管理にかかわる人が特定であっても複数の教職具間でのノウハ

ウの共有、 担当教職貝異動時の引継ぎが行われている。

2項目以下で活用項目数に変化がない学校では、 維持管理にかか

わる人が特定の人のみで担当教職員異動の際に引継ぎのない学校、
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活用するための計画的取り組みがない学校が多い。 また、 いずれの

学校も教職員間でノウハウを共有する仕組みがない。 このタイプの

中でも、 引継ぎが行われ、 計画的取り組みがないという問題がない

学校では、 2項目での活用が継続されている。

授業以外にも活用項目数が増加する学校では、 維持管理に複数の

人がかかわり、 特定の人のみがかかわる場合はノウハウを共有する

仕組みがあり、 異動の際の引継ぎが行われているという結果から、

「 1多項目継続」と似た傾向にあった。2000年に総合的な学習の時間

が試行されるようになってから、 その時間を利用して学校ビオト ー

プを活用する学校が増えている。 教職員の異動もしくは情報発信、

空間構成、 維持管理にかかわる人の項目の増加が、 活用項目数の増

加に影響していると考えられる。

活用項目数が減少する学校では、 担当教職員の異動の際に引継ぎ

が行われないことと維持管理にかかわる人が減ることが主な要因で

あると考えられる。 また、 活用するための計画的取り組みがない学

校が多い。

活用項目数に増減が生じる学校では、 さまざまな要因が影響して

いることが認められる。 池の防水の問題や校舎の移設、 担当教員の

異動などである。 また、 情報発信の項目数に対応して活用項目数の

増減が生じている。 発表を行う際や、 外部とのかかわりのあった際

に増加している。

整備後3年以内の学校の中でも、 長年続けている学校と同様に多

くの項目で活用されている学校では、 維持管理に複数の人がかかわ

っている。
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(10)活用動向のまとめ

活用実態から、 教科・領域、 総合的な学習の時間の学習教材とし

て学校ビオトープを整備・活用している学校が多いことが明らかに

なった。

活用の継承性に関しては、 多項目での活用が継続するには内部か

らの情報発信が大きく関与し、 維持管理にかかわる人が複数である

ことにもやや関係性がみられた。 また、 担当教職員の異動の際の引

継ぎやノウハウを共有する仕組みがあることも重要であった。学内

から情報発信を活発に行い、 学校ビオトー プに関するノウハウを教

職員間で共有し、 多くの人が活動に参加すること、 担当者の交代の

際に引継ぎを行っている学校が、 活発な活動を継承していることが

わかった。

それらに対して、 活用項目が2項目以下で変化のない学校では、

特定の人のみが維持管理にかかわっていること、 内部からの情報発

信がないこと、 外部とのかかわりがないことに関係性がみられた。

また、 学校ピオトー プの整備・活用に関するノウハウを共有する仕

組みがなく、 担当教職員の異動の際の引継ぎも行われていない学校

が多かった。このような学校では、 特定の人のみが活用・維持管理

活動を担い、 個人の努力によって進められていると考えられる。維

持管理にかかわる人が特定の人のみであることには、 内部からの情

報発信がないことおよぴ断続的であることにも関係性がみられた。

維持管理活動が一部の人の負担になっていれば、 内部からの情報発

信が行われにくいといえる。このように、 学校内から情報発信を行

わず、 外部とのかかわりもなく、 活動に担当者だけがかかわってい

て、 担当者交代の際の引継ぎがないという状況では、 学校ビオトー

プの活用が活発に行われることが少ないと考えられる。

活用項目の変化については、 増加する学校は維持管理にかかわる

人が複数、 内部からの情報発信は少項目継続が関係していた。増加

時に起こったことは、 総合的な学習の時間の導入や内部からの情報

発信、 空間構成、 維持管理にかかわる人の増加であった。このよう
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に維持管理に複数の人がかかわっており、 内部からの情報発信も少

ないながらも続けているという状況で、 きっかけとなる出来事があ

れば活用項目は増加することがわかった。 減少する学校については、

維持管理にかかわる人が複数から特定に、 外部とのかかわりは前半

のみ、 内部からの情報発信の減少が関係していた。 また減少時期に

担当教職員が異動している学校もみられた。 はじめは活発に活用さ

れていても年数が経つにつれ、 活動にかかわる人、 外部とのかかわ

り、 学内からの情報発信が減少したり、 担当教職員が交代する際の

引継ぎがなかったり、 新しい担当者の学校ビオトー プに対する考え

方の違いなどから活用項目が減少したと考えられる。 また、 増減に

ついては外部とのかかわりが断続的であることに関係がみられた。

外部から支援・サポ ー トを得た時期、 発表を行った時期、 校舎移設

の時期に影響を受けるなど、 増減の要因は各学校でさまざまにある

ことがわかった。

このように、 維持管理などの活動に学内の教職員・子どもだけで

なく、 地域住民などを含めた多くの人々がかかわること、 そのため

に学校内での情報共有、 担当者間での引き継ぎと情報発信を行うこ

とが、 活発な活用を継続していくことに有効であることがわかった。

また、 活動にかかわる人の増減や担当者の交代などが活用項目数の

増減に影轡していることから、 それらへの対処法となる働きかけを

すれば再び増加することも期待できると考える。

おわりに

学校ビオト ー プの整備・活用は、 ①原体験の場の保障、 ②生態系

概念を基礎とした自然観の育成、 ③地域の自然の保全・復元・創出

への行動化、 ④「共生」の意識の醸成、 ⑤
“

やすらぎ
”

空間の創出、

⑥人と人とのネットワ ー クの形成などという点で教育効果が期待で

きるものである。 こうした効果を現実のものとして得るには、 調査

結果から明らかになったように、 各主体間の連携・協働を図ること

が欠かせない。 学校ビオト ー プの背景にある自然環境や生態系に関
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する正しい知識をもとに、 学校、 保護者、 地域住民、 関係機関等が

連携·協働して活動を推進できる仕組みづくりを早急に確立してい

く必要があるものと考える。
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第3章 学校ビオト ー プの継続的な活用方策の検討

阪神地域における学校ビオトー プの整備・活用の動向は、 前章ま

でに述べたとおりであるが、 全国的にも同様の拡がりを見せている。

その普及啓発を目的として、 1999年から隔年で（財）日本生態系協会

によって全国学校ビオトープコンク ー ルが開催されている。2007年

には全国から153校の応募があり、 その中から金賞5校、 銀賞39校、

銅賞55校が表彰されている。 そして、 これまでの優秀事例に学ぶ学

校ビオトー プの取り組みポイントとして、 以下の①～⑥の重要さが

指摘されている。

①人と生きものが共存する空間を目指す

②子どもたちの主体性を引き出す

③さまざまな機会や教科等で活用する

④学校と保護者、 地域の協働による教育体制をつくる

⑤継続的な活動の体制づくりに向けて

⑥学校ビオトープから地域の自然や人々、 まちづくりへ

一方、 阪神·都市ビオトー プフォ ー ラムでは、 10年程前から阪神

地域における学校ビオトー プの普及啓発の実践活動としてシンポジ

ウムや研究会を開催しており、 1999年には「学校ビオト ー プ事例集」

の発刊などを行ってきた。 しかし、 2章でも述べたように学校ビオト
ー プを取り巻く社会動向の変化や時間経過に基づく学校ビオトー プ

の活用継続にかかわる課題も明らかになりつつある。 そこで、 阪

神・都市ビオトープフォ ー ラムでは、 全国学校ビオトー プコンク ー

ルから汲み取れる知見や、 前章までに整理した学校ビオトー プの空

間特性と活動実態の評価などを踏まえ、 今後の学校ビオトー プの継

続的な活用方策の検討を行った。 その結果、 活用の継承性の鍵とな

ると考えられる典型事例を共有化して、 さらに今後の課題と展望に

ついて議論を深めることとした。 この章では、 その概要を紹介する。
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3-1 地域との連携の仕組み（神戸市立横尾小学校の実践事例）

〈学校と地域が協慟でつくった学校ビオト ー プ〉

神戸市立横尾小学校は神戸市須磨区北部に広がる須磨ニュー タウ

ン横尾団地の中心部に、 1979年に開校した。 周辺には横尾山や奥須

磨公園などがあり自然資源に恵まれている。 児童数が一 時は1500人

を超す神戸市一のマンモス校であったが、 徐々に減少し現在は13学

級331人となっている。 また、 2000年頃から児童の心の荒れが見られ

るようになり学級崩壊も見られるようになった。

そうした状況の中で赴任した小野慶子校長は児童の根っこから耕

す教育活動の必要性を感じ、 地域あげての学校ビオトー プ（以下ビ

オトー プ）づくりを計画する。 小野校長は1997年に神戸市立御影小

学校で既にビオトー プを手がけている。 御影小では阪神・淡路大挺

災で亡くなった児童のためにと同級生が発案し、 学校、 地域、 市役

所、 NPOなどを動かしてつくり上げ、 その後の神戸のビオトープ巡

動の原点となる。 それぞれのビオトー プづくりには動機があるが、

御影小学校では 「大誤災」、 横尾小学校では「学級崩壊」であった。

ピオトー プで身近な自然と接することで、 児童は自然の仕組みや

命の不思議を感じとり、 他の生きものを慈しみ生命を大切にする心

が培われる。 その中で自然との共生を学んでいく。 また、 ビオトー

プはその創作過程や完成後の維持管理等で地域の人々のコミュニケ
ーションの場となり連帯感を育むこととなる。 地域の豊かな自然を

守り育て「ふるさと横尾」へと発展させていく拠点となるビオトー プ

を児童、 教職員、 地域住民が協働でつくり上げていくことになった

（表3-1) 。

2002年 3 月に計画素案ができ、 活動が開始する。 ゲストティ ー チ

ャ ー による横尾山の野鳥や生きものなど地域の自然学習から始め、

ワ ー クショップで子どもたちの夢を絵にしていく。 みんなの意見を

まとめながら昔の里山風景の再現をめざす。 保護者でもある造園デ

ザイナ ー が設計図面を作成し、 翌年1月から本格的な工事が開始さ



第3� 学校ピオト ー プの継絞的な活JIJ}j策の検討 55 

れ5月に開園。約500面の大規模なもので借屎の須磨最裔峰の横尾山

と一 体化した、 かつてあった「ふるさと横尾」の里山風鋲が復元され

た。 地元産クヌギの雑木林、 水草の茂るため池、 セリの生える小川、

3枚の田んぽ、 花尚岩のスイレン池、 秋の七草の原っば、 そして呆

樹園などで構成されている。 隣接して広い野菜畑や草花園が続く。

全校生がスコップを手に穴を掘り始め、 休日には児童、 教職員、 保

護者、 地域住民、 企業、 行政等が一 体となって作業を進めた（写具

3-1、 3-2)。 特に入手困難な田土や岩などは行政、 防水シートや枕

木は企業からの支援で完成。 子どもたちは「横尾ネイチャ ー ランド」

と名づけた。

このビオト ー プの特色は①児童のアイデアと夢を実現②周辺の自

然と一体化した具山づくり③昔の横尾の原風蚊を再現④3枚の田んぽ

⑤屋上の雨水利用⑥学校、 保護者、 地域住民、 企業、 行政、 NPOの

協働による手づくり⑦植物は地域産か校内に既存のもののみを植栽

⑧動物は一切芍入しない等である。

写真3-1 地元産のクヌギの苗木植え
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写真3-2 苗木へ水やり

表3-1 横尾ネイチャ ー ランドづくりにかかわった団体等

団体名 役割 人数等

児 1«1~6年 事前学腎（周辺自然調査・作図） 約 400 人

作業（穴掘り ・石積み・植栽等）

教識U 事前学羽・作業指導 約 30 人

保護者 骰Jt図面作成・作業 約 20 人

地域住民（学校 1)II放） 作業 約 50 人

行政（建設事務所） ュンポによる造成作業 約 20 人

（みなと総屈） 田土や岩石の提供運搬

（閃坑 1,i) 沢材提供の企業紹介

（都市計画総局） 敷石の提供運搬

（神出自然教介園） 用具の提供

企業（三ツ拉ベルト） 防水シー トの提供及び施_[ 約 100 人

（神戸屯鉄） 枕木の提供

（山手造園） 岩石の提供・運搬・造成作業

NPO （股·郡共生ネットこうぺ） 水れ植栽・ ワ ークショップ・作業 約 30 人

（ドングリネット神戸） 地元産クヌギ1'1'i木の提供

（横）LI
‘

1 然熟） 企画・il•両・設計・作業
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〈ネイチャ ー ランドの維持管理と活用〉

児煎を中心に教職員、 保護者、 地域住民が総がかりでつくりあげ

た背梨から、 完成後の維持管理にも多くの方々がかかわっている。

教職員は雑草・水草の管理や学習指蒔案又は計画の作成に取り組む。

児窟は生活科や総合的な学習の時間、 ネイチャ ーランド委員会活動

だけでなく、 休憩時間にも集まってくる。 巡動会などの開放時には

保護者の人気スポットとなる。 毎日のように股作業にやってくる学

校開放管理者は田んぼや原っぱの様子を観察し助言してくれる。 月

1 ~2回活動する横尾自然挫は除草や生きもの調究などを行う。 様々

な人々がかかわることでネイチャ ーランドは美しく維持されていく。

設計にもかかわった牒．都共生ネットこうべが、 完成後半年ほど

の時期に生きもの調査を行った。 クロスジギンヤンマ、 ショウジョ

ウトンポ（与真3-3)、 シオカラトンポ（与真3-4) などの幼虫が

300固体以上のほか、 ハイイロゲンゴロウ、 ホウネンエピ、 カイエビ、

マツモムシ、 アメンボなどが確認されており、 珠桜さえ整えば周辺

から水生生物がやってくることが分かった。 野菜畑もあることから

モンシロチョウ、 アゲハチョウ、 ツマグロヒョウモンなどチョウ類

も多い。 昆虫を餌とするスズメ、 ツバメ、 ヒヨドリ、 アオサギなど

の野鳥もやってくる。

．ヽ

写真3-3 ネイチャ ー ランドのショウジョウトンポ
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写真3-4 シオカラトンポの羽化

ネイチャ ー ランドでの学習の取り組みは多岐にわたる。 総合的な

学習の時間を初め、 国語、 理科、 生活科、 社会、 音楽、 家庭、 特別

活動などで様々に活用される（表3-2)。 春にはため池の小さな生き

ものを探し、 夏はトンポやチョウを追いかける。 秋には黄金色の稲

穂を刈り、 冬の池の氷を触って遊ぶ。 中でもザリガニ釣りは一：：：F-中

大人気である。 休憩時間の子どもたちは楽しそうである。 ネイチャ

ーランドは生きものの生息空間であるとともに、 子どもたちの楽し

い生活空間ともなっている。

表3-2 横尾小学校の学習活動の一例

学 年 内 容

] i r, 観察と生きものクイズ

2年 生きものや植物の絵n記

3年 植物調ぺ

4年 0分たちが植えたドングリの行理（地元奥須即公園産）

5年 田んぽの整備と米づくり（田梢え、 稲刈り、 脱骰、 おにぎり）

6年 ネイチャ ー ランドの使用のきまりづくり 、 ネイチャ ー ランドマップ・バンフレ

ットの作成
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〈ネイチャ ー ランドを継続するための地域の仕組み〉

横尾ネイチャ ーランドは全国学校ピオト ー プコンク ー ル(2004年

度）で俊秀共を受宜した（写真3-5)。 計画から整備まで、 学校、 保

設者、 地域住民、 行政、 企業、 NPOなどですすめた協働作業が評価

された。 受伐のニュ ー スは自治会の新聞でも流され地域全体から祝

福された。 同時期に結成された横尾防災術祉コミュニティの防災マ

ップにもネイチャ ーランドはカラー で示され、 地域全体にその存在

がPRされている。

写真3-5 全国学校ビオト ー プコンクールで発表

校長はビオト ー プづくりと並行して維持管理巡営の体制づくりを

進めていた。 当時は小学校の完全週5 日制移行時期でもあり、 学校1m

放活動を体育系のスポ ー ツ広場と文科系のマナピィ広場の二本立て

の総合型地域スポ ー ツクラプとした。 これにより多くの地域住民が

スポ ー ツから文化まで色々な目的で学校へやって来ることとなる。

そのクラプハウス横のネイチャ ー ランドヘの関心も高まってくる。
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新設のマナピィ広楊は、 横尾自然挫、 ダ ー ツクラプ、 一絃須磨琴、

絵手紙教室などで構成され、 地域住民が児童とともに休日に活動す

る。

ダ ー ツクラプは登下校の児童の安全を守る活動であるく見守り

隊＞の持続のために発足。 毎日の活動終了後に教室でダ ー ツを楽し

む。 メンバ ー は多様で、 ネイチャ ー ランドの手入れや助言もしてく

れる。 動物園の元園長、 ワシタカ類研究家、 ツル植物の研究家、 短

歌や俳句の愛好家、 木本植物研究家、 化石研究家、 魚類と漁業の専

門家などと多彩である。 地域は人材の宝廊だ。

横尾自然挫はネイチャ ーランドのためにつくられたもので、 その

計画、 設計、 整備、 維持管理に深くかかわってきた。 1年から6年の

児童約30人がネイチャ ー ランドやその周辺の自然地で活動する。 生

きもの観察から山登り、 魚釣り、 田植え、 稲刈り、 野外料理と何で

もする（表3-3)。 最近では野点（写真3-6) や俳句会、 月見会など

伝統文化的な活動にまで拡がり、 子どもたちは、 同伴の1サ親ととも

に地域の自然の数かさや楽しみ方を体感している。 巡営スタッフに

写真3-6 ネイチャ ー ランドで野点
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は野鳥の会会員、 アウトドアクッキングの好きなお父さん、 鹿家出

身者、 ハー プ好きな奥さん、 奥須磨公園にトンボを育てる会のスタ

ッフなどがいる。 また、 ここ数年のPTA会長や学校評議員が自然塾

スタッフであることもネイチャ ー ランドの継続に好都合である。

表3-3 横尾自然塾の主な活動事例

活 動 場 所 活 動 内 容

ネイチャ ー ランド 生きもの調査、 野点、 月見会、 俳句会、 野外料理、 ザリガニ釣

り、 ネイチャ ー ゲー ム、 ピオトー プづくり

椿谷公園 プレーパー ク、 セミの羽化観察、 野烏観察

（小学校に隣接）

奥須磨公園 野鳥観察、 チョウ観察、 トンポまつり、 奥須磨フェスティバル

（トンボは56種生息） （自然塾卒業式）、 ホタルの放流、 水生生物調査、 セミの羽化殻

調査、 ホタルのタペ、 ネイチャ ーパーティ

横尾山（海抜312m) 横尾山登山、 源流探検、 植物観察、 野鳥観察

須磨離宮公園 植物観察、 化石展と発掘体験

須磨海岸等 水族園裏探検ツア ー、 冬の海の生きもの観察、 磯の生きもの観

察、 地引網、 海釣り

田んぼの楽校 田植え、 稲刈り、 田んぼの生きもの槻察、 レンコンほり、 田ん

（神戸市西区） ぽサッカ ー、 かいぼり

その他 伊丹昆虫館と昆谷池の冬鳥観察、 渓流釣り、 岡山自然保護セン

ター、 ため池ツア ー、 神戸花烏園、 有馬富士公園で虫とり、 東

京の自然ツア ー

〈これからの横尾ネイチャ ー ランド〉

横尾ネイチャ ー ランドは多くの人がかかわって造成され、 多くの

人に見守られ、 多くの人の手で維持管理・運営されている。 造成時

に多くの人がかかわることで後々の関心も高くなる。 色々な人がネ

イチャ ー ランドを良くしようと、 畦の草を刈り、 石垣にツル植物を

生やし、 巣箱をかけ、 野菜を栽培する。 誰もが自由に活動に参加で

き、 いつでもやめられる。 強制ではなく自分の生きがいや楽しみ、

健康のために自発的に参加していることが長続きの秘訣だろう。

立地の良さもある。 ネイチャ ー ランドは、 周辺のマンションや歩
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行者道路、 バ ス停や歩逍橋などから常に見下ろされている。 地域住

民は常にネイチャ ー ランドを見ざるをえない。 田んぽに水が張られ

た、 苗が梢えられた、 稲穂が実った、 稲刈りをした、 池が凍った、

彼岸花が咲いた、 石梱がなった等々、 季節の移ろいを感じさせる。

楽しく遊ぶ子どもたちの姿はネイチャ ー ランドの存在価値を伝える。

完成から6年を迎え、 30cmだったクヌギが3mを越すほどにネイチ

ャ ー ランドは脊ってきた。 石垣もツルで覆われ横尾山と一体化し、

目様の「ふるさと横尾の星山」になりつつある。 ネイチャ ー ランド

から小学校、 さらに地域全体を「ふるさと横尾の星山」にすること

が最終目椋だ。

写真3-7 ネイチャ ー ランドでザリガニ釣り
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写真3-8 みんなで草引き

写真3-9 韓国教育者視察
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3-2 情報の共有化と継承の仕組み

（尼崎市立七松小学校の実践事例）

阪神間の小学校の中で、 初期の段階から学校ビオトー プの整備に

取り組み、 かつそれを12年間も継続的に整備・活用してきた事例と
ななつまつ

して、 尼崎市立七 松小学校を取り上げた。 その主導的な役割を果た

してこられた前教頭で、 現在は尼崎市立潮小学校校長・尼崎市小学

校環境教育研究会会長の阿部壮一郎先生に以下のような事例報告を

して頂いた。 その中では、 学校の実状に基づいての継続的活用の秘

訣とも言える事柄や配慮が述べられている。

〈整備の経緯〉

七松小学校のビオトー プは、 1996年に総合な学習や環境学習が言

われ始めた頃、 学校の緑地帯に子どもたちがトンポ池を手作りした

ことから始まった。

七松小学校はJR立花駅の南にあり、 周囲は商業・住宅地で子ど

もたちが自然体験できる環境は無い。1999年に市教育委員会が力を

入れて市内43の小学校全部に学校ビオトー プを設置し、 学校ビオト

ープネットワ ークをつくろうという構想が出た。 この構想はその後、

市の財政状況悪化で実現しなかったが、 七松小学校はその先頭を切

って100万円以上の助成金を受けて整備することができた。 その内容

は校庭の南にある緑地帯の中に2つの池をつくり、 せせらぎで結ん

で水はポンプで循環するものであった。

そこは、 四季を通じて一番の人気スポットになり、 保護者たちに

とっても運動会のときにたまり場になるなど好評だった（体感温度

が 2 度以上も低い（写真3-10) ）。 一方、 人気がありすぎて課題も出

た。 例えば、 池の中にゴミや石などいろいろなものを入れる。 でき

て7年も経つと池の中で外来生物がはびこるようになった。 ミドリ

ガメ、 アメリカザリガニ、 カダヤシ、 プラックバス、 プルー ギル、

その他植物も雑多なものが繁茂した。 ちょうどその頃、 NTTドコモ
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写真3-10 子どもたちの一番の人気スポット

の環校教育助成金を受けることができ、 リニュ ー アルしようという
ことになった。 そこで2006年から2年をかけていったんリセットし、

棚IJIを含む晶山ゾ ー ンや遊ぶところと観察だけのところを分けた共

生ゾー ン、 洛ち業を溜めた昆虫ゾー ン、 子どもたちが実験的に好き

なことができるチャレンジゾー ンの4つのゾー ンに再整備した。 ま

た、 実施に当たっては現境委員会と生物科学クラプを発足させた。

〈継続した要因〉
何とか12年間続いてきたのは、 人材に恵まれたことやラッキ ー な

こともあったが、 いろいろ実験的にやってみたことが結果的に良か

った。 まず言えることは担当者だけのピオト ー プにしないで、 学校

全体で共有するビオト ー プにすることである。 好きな人だけのビオ

ト ー プになると「誰それ先生のビオトープ」で終ってしまう。 学校
ビオト ー プは子どもたちが使ってなんぽのものであって、 いつも使

ってもらえることが何よりも大事だ。

子どもたちが使うと確かにビオト ー プとしての問題は出るが、 忘

れ去られるよりはましだ。 つまり学校ビオト ー プと本来のビオト ー
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プとは異なるものと言える。

子どもたちとの約束はひとつだけ。 何も入れないことをルー ルに

している。 教職員にも徹底した。 捕ることは目をつぶっている。 リ

ニュ ー アルした際に最初に入れたのはメダカだけ、 昆虫は飛んでく

る。 田んぽの土を入れたため、 ミジンコやカプトエビ、 ヌマエピが

発生した。

緑地帯ではあまり「きまり、 きまり」と言わないで、 何でも実験

的に好きなことをやって良いと言っている。

次に職貝にわかってもらうこと。 学校は、 やることが一 杯ある。

いいこととはわかっているが、 普通の学校ではビオト ー プの優先｝順

位は低い。 いかに優先順位をあげていくかだ。 また、 校長がビオト

ー プに関心や理解があるとまったく取り組み方が違ってくる。 一 方、

教貝ば忙しいので学校ピオト ー プのために校内研修をわざわざI;fl < 

ことは難しい。 そこで、 尼崎市珠楼政策課と教育委員会のコラポレ

ーションで数回、 ビオト ー プ研修会をIJHいてもらい、 会場校として

他の学校も巻き込んでの研修会にした（写真3-ll)。

写真3-11 研修会の会場として
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〈目標の共有化〉
ピオトー プの理念の啓発については、トラの威を借りるという慈

図で、全国学校ピオトー プコンク ー ルに応募することで、コンクー
ルの稲査基準を七松小のビオトー プの価値基池に当てはめた。例え

ある先生が梱l芸植物を植えたいと言い出すと、それではコンクば、

ールにパスしないと拒否することができる。2007年度のコンクール
（＃真3- 12)では銀伐を受買したので、新任の若い先生を発表会と
表彰式に連れて行った。若い教師は感激し刺激を受けて、ビオトー

プ岱理：I:査格を受験すると言い出し、これで後継者ができたと密ん
でいる。

' JIL g.. ：Hi · ·-

\ i i |
．
i tii ! ；'，舟S

尼崎に鳥 ・虫の楽園国il �叫し" '- } 1111 1 ●9 '. h，へO＇9 9,． 9, t4 7i :. g廿7 k g 
� ·..,.. IJら ． \'·. �.,;': ;� :. i.、 ·、 9 9.... t'’’ ヽ・．．剛，．”9..m
O. ＇,..r. f9 • r -，9,＇レ';、し·,'！.;．R'•o．し•．｛！ ’．ァ布令 ｀ o r’'A、ヽら＃ : �,. < ：：“ "''1.•.,I ",·r •••I• • I ,． m o 、 ム

．
；ヽ 9． ，兒，．、●．. " 9• ‘U9‘’ ャ' ’

烹 g ！は： i 5 t ;i.(し:
‘" ： 9', I. 1 \ :; ? i、:• tばiグ＇，9,t介lq : 5,.i t …臣'•ヽ {t I u .  9'’ょゎ： 99 99 '” 召委コ t.9 ...

，t 8 9! ； s t.l
Iそ'.: :· • 1, 9し？ ＇； i、！ } ?， :7 

• 9 f; }； ：, ; ；し ， ｀
ょ{,: ;，．; •i'l i's.，’, i．̀応9 ;:i,9 i :^ ；l; ` :．i t i i'··. 且； 七松小のピオト ープ

9 :9「し，．9 ,坊1 , 9, ．，..，、＊ヽ•

写真3-12

..， ．＇（（ '•9 1,- ·ヽi-. "， IIU ル ，r • ； ぺ的＾±.:::.,.. 、r :;ャ; 9• "＇ヽい9« 9, l 9 9 • • 
99 UI : t ， り 》t,＂べ 91 i{i ; i i t!）る、 ”’' 9, 9 
f い鰯 りが賞 9 1 9, ． ＂ •9. -'-，.. 9 ’’·’”}, t ;，¢ • t ヽ

ヽ；；；片和＼
•り 9， 内 ”I ` '‘ r r t，ヤ｀ 4, • E, r t{’J ̀ 1ヽ，

(.“““"ピJ r,．，目h 1.＊ 't. t9 1，冬•．よし'.,．ら y.“

"月1iti（日）

審査のようすは新聞にも取り上げられた

また維持行理は、主に理科担当教師が行っているが、校務員の協
力も大切である。七松小の校務員は造園が得意であったが、学校ピ
オトー プは考え方が述うことに気づき勉強を始めた。その結呆、学
校にもともとある教材園や花境、鑑牧池などと学校ビオトー プがど
う辿うかを理解して作業に当たってもらえた。
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最後に、 学校ピオト ー プの役割や現状を外部に広めていくことが

大切である。 2006年度にはロ ー タリ ー クラプ主11iWの現境教育フォ ー

ラムで—f•どもたちが発表した（写真3-13)。 また、 定期的に地域に

向けて「オアシスだより」や掲示板で発信し、 新聞社にはピオト ー

プコンク ー ル受伐やキビタキ、 コルリなど市街地では珍しい野島来

訪などの梢報提供をして記事にしてもらうなど、

を梢極的に発信した（写真3-14)。

ピオトープのこと

このように熱心に発信していると、 NTTドコモからの助成金のよ

うに話が向こうからやってくるというメリットもある。

新聞記事やコンク ー ルの受伐などのように外部からの評価を翡め

てプランド化してしまうと校内での俊先顛位がぐんと裔まっていく。

これも学校ピオトープを統けていくひとつの手法ではないか。 さら

に、 総合的な学習の中や各教科の中で、 俊れた教材として利用価値

が高いことをアピ ー ルすることで、 教且にもよく利用されるように

なった。

街中の学校の使命は、 校庭をこんな風に子どもたちが生きものと

ふれあう場にすることだと思う。

噴.....＝‘^ ._”―---_ ....-

ホホクル
ュ，

．こ巧と一

写真3-13 環境教育フォ ー ラムのようす
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写真3-14 ビオト ー プのようすを伝える「オアシスだより」

〈まとめ〉

以上のような報告内容から七松小学校で行われてきた情報の共有

化と継承の仕糾みについて要約すると、

1)教貝は多忙で絶対的に時間が無いため、 学校ビオトープをテ ー

マにした研修会などを開く余裕はない。 しかし、 総合的な学習

や教科の中で具体的に活用した事例については毎年次の担当教

員へ説明して引き継いでいる。

2)経年変化により問題が生じたら、 機会ととらえてリニュ ー アル

する。 池などは一 且リセットして外来生物の駆除なども行う。

リニュ ー アルによって整備や管理のノウハウも引き継がれ、 ま

た整備することがさまざまな求心力をもたらすことになる。

3)全国学校ビオトー プコンク ー ルヘの応募と受買など外部のしつ

かりした基準を活JFIしつつ、 全国レベルの評価を得ることで七

松小学校のプランドとして定着させ、 教員の学校ビオトー プに

対する意識の向上に役立てている。

上記のようなことは、 整備当初からかかわっておられる教職且．
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PTA ・ 地域住民の存在が大きいのは勿論であるが、 尼崎市環境政策

課など行政の姿勢もその活動を支える要素と思われる。

さらに、 尼崎市においては各小学校の環境教育担当教員で構成さ

れた環境教育研究会が今年度の研究テ ー マとして学校ビオト ー プの

現状調査等を取り上げており、 七松小学校などの好事例が市内各校

で共有される可能性がある。 また、 2009年度も環境政策課とともに

さびれた学校ビオト ー プの再生をテ ー マとし、 専門家を講師に招い

て、 フィ ー ルドワ ー クも兼ねた研修会を企画中である。



第3章 学校ピオト ー プの継続的な活用方策の検討 71 

3-3 社会教育施設の協力の仕組み

（三田市有馬富士自然学習センタ ー の「学校ビオト ー プ事業」）

三田市有馬富士自然学習センター （以下、 センター ）は、 兵庫県

立有馬富士公園内にあり、 2001年の開館から「キッピ ー 山のラボ」

の愛称で親しまれる体験型自然学習施設である。2006年から館の運

営を、 展示交流員養成講座の修了生やミュ ー ジアムボランティアな

どで設立したNPO法人キッピ ーフレンズに指定管理者として業務委

託している。また、 センタ ー には、 動植物の専門知識を有する指導

員4人が市の嘱託職員という立場で配されており、 園内のガイドやツ

ア ー、 月 一 回の子どもを対象にしたワ ー クショップ、 館内の企画展

示、 標本作成、 さらに環境学習での学校支援にもあたっている。 こ

ういった活動により、 館内外での学習にも役立つ標本や教材などの

リソ ー スが蓄積されているという。その他、 兵庫県立人と自然の博

物館や他施設、 さまざまな専門分野やフィ ー ルドでの経験に長けた

人々との連携で運営を進めているのもセンター 運営の特徴のひとつだ。

〈きっかけは、 担当教諭からの相談〉

センタ ー では、 開館当初から総合的な学習の支援としてスク ー ル

サポ ー ト事業を行っており、 指導員が学校との連絡調整、 学習内容

の提案、 プログラムの実施を担当してきた。同事業では、 中山間地

域や田園地帯、 ニュ ー タウンといった学校立地の違いや、 担当教諭

の考え方によって求められる支援内容が多岐にわたるため、 当初か

らセンター には臨機応変な対応が求められてきた。

このような活動を経て2006年、 スク ー ルサポ ー ト支援から独立し

た「学校ビオト ープ事業」が始動した。当初からのセンタ ー の基本

姿勢は「特にビオト ー プの整備や活用に関して取り組みたいと手を

挙げた学校、 やる気のある学校を支援する」だったという。数ある

環境学習のテ ー マの中からビオト ープに照準を当てて反応してきた

学校とともに学習に取り組み、 市内の学校ビオト ー プ実践のモデル
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づくりを推進しようという意図があったのだろう。

そのモデルケ ー スになったのが、 三田市立武庫小学校。 そもそも

は、 地元の団体から学校にビオト ー プ池の造成についての資金援助

の話があり、 担当教諭から「どういう活用をしたらいいか」という

相談がセンタ ー にあったのが始まり。 造成費用はかなり洞沢にあっ

たものの、 図面もでき上がり造成業者も決まっている状況で、「こん

なピオト ー プをつくりたい！」というーからピオト ープづくりを進

めていく提案はその時点では叶わなかった。 そこで校内の既存池を

含めビオト ー プを「どう活用をするか」という観点で学校との取り

組みを開始した。 同校には、 以前から5·6学年で構成する委員会活

動の中に「さかな委員会」があり活動を行っていた。 そこでさかな

委員会の活動を支援することから始めて、 ビオト ープを維持管理す

ることとはどういうことかを考えようということになった。

最初の活動は、 十数年前に教師らがつくった金魚などがいる既存

池の掃除。「三田の生きもの、 もともと地域にいた生きものが棲める

ビオト ー プにするには、 金魚は除けて何を入れたらいいかな」とい

う問いかけから始め、 外来種・在来種の勉強や、 水草についても学

ぶ機会をつくった。 ビオト ープには武庫川水系のメダカを採取して

移入したが、「増やすにはどうしたらいいだろう」と、 秋から春の間

のプー ルを期間限定のビオト ー プとして利用することになった。 こ

の取り組みには「野生生物を調査研究する会」のメンバ ー ・谷本卓

弥氏が提案や助言、 支援をした。 同会はセンタ ーの水槽管理業務も

担っており、 メンバ ー に魚や水生生物の学習会の講師を依頼する機

会も少なくない。 武庫小学校の活動でも、 同会メンバ ーの提案や助

言を参考にしながらメダカをプー ルに入れ、 プランタ ー に植えたフ

サモなどの水草を投入し、 メダカの生息空間になるような工夫をし

た。（表3-4) 水草などの投入は、 同時にトンポをはじめとするさま

ざまな生きものを呼び込むことにもなり、 結果的にメダカやヤゴ、

その他の水生昆虫のつながりを学ぶ場としての可能性を高めること

にもなった。
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プー ルにさまざまな生物がやってくることで、 子どもたちは「こ

んなにたくさんの生きものはどこからやってきたのだろう」という

問いから「プー ル以外のところの自然ともつながっているんだ」と

いうことがだんだんわかるようになってきたともいう。2年目には、

校外で捕獲したカワバタモロコの稚魚も追加してプー ルに移し繁殖

する様子を観察した（表3-5) 。 プー ルで増えたメダカは、 武庫川水

系の小学校のビオト ー プなどに分けている。 プー ル開き前の掃除の

時に「メダカの救出と引っ越し」が行われるが、 委員会以外の子ど

もの関心も高いため、 有志の参加も募って実施されている。

表3-4 2006年度学校ピオト ー プ事業（武庫小学校での実施内容）

学年・対象 日付 人数 主な内容

さかな委員会 5/31 10人 校内プ ールで 、 ピオト ー プ用のヤゴ採取

さかな委員会 7/13 10人 1学期のピオト ー プ活動記録の指導

市内小中学校教論 7/27 24人 環解境説教育研修：小学校ピオト ー プ再生の

さかな委貝会 7/30 3人
有馬窟士公園内棚田で 、 ビオト ー プ用の
ド ジョウ採集

さかな委貝会 8/10 5人
校内プ ール に多種

入
多様なトンポを誘引す

るために水草を投

3学年 9/29 110人 「生きものをみつけ解よ説
う秋絹」 の 授 業で 、

バッタを採集して

さかな委員会 10/15 14人 福島大池のかいぽりに参
も

加。 プラック
バ スをサンプル として らい、

解
剖

＊ 一部、 スク ールサポ ート事業 も含む。

表3-5 2007年度学校ピオト ー プ事業（武庫小学校での実施内容）

学年・対象 日付 人数 主な内容

さかな委員会 4/25 18人
さ

「 メせダ
た

カメ救ダ
出

カ
大

を
作

ビ
戦

オ
」

ト
昨

ー
年

プ
プ

に
ー

救
ル

出

で

す
繁
る

殖

さかな委貝会 7/22 18人 「カワ バ タモロコをプ ール

で
で

繁

再
殖
生するぞ」

タモロコ の稚魚をプ ール

武庫・狭間 9/13 143人
バッタ の名

「

前調べ学習
ピ

と、 バッタの滞空
小学校 時間競技 バ タリン ック 」

さかな委貝会 11/5 18人 ピオト ー プコ ンク ー ル第2次非査

2学年 11/8 99人 方
「秋

と
さ

ド

が

ンしグ
」

リ
の
の
授

役
業

割
で

を
、 解 ド 説ン

グリ の見分け

＊ 一部、 スク ール サポ ート事業 も含む。
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写真3-15 武庫小学校のピオトープ

〈コンク ー ルヘの応募も弾みに〉

このように、 センタ ー 指祁貝と学校が共同で子どもたちの学びを

支えてきた活動に一 荊弾みをつけたのが、 全国学校ピオト ー プコン

ク ー ルヘの応募だ。

活動2年Hの2007年、 センタ ー からコンクールヘの応森を学校に

勧め、 銀伐を受伐した。 応孫当初、 子どもたちの反応はあまりなか

ったが、 選考委員が来校した時に子どもたちで案内し新聞社の取材

を受け、 やっと実感がi勇いてきたようだったという。 外部の大人に

説明をして評価してもらうことで子どもたちは、 将段やっている委

具会活動が大切なことだと気づき、 その後の活動として、 低学年を

対象にした休み時間のビオトープツア ー、 昼休みの観察会実施など

だんだんと学校全体に広がる活動にも滸手し始めた。 委員会は各ク

ラスから数人参加し、 15~20人程度で活動するものだが、 委貝会活

動が活発化するにつれ脚光を浴びるようになり、 今では競争率が高

い人気の委貝会のひとつになっている。

また、 評価されて元気が出たのは子どもだけではない。 それまで
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活動してきた教諭も「これまでやってきたことは間違っていなかっ

た」という自信を持つことができた。

一方、 コ ンク ー ルの審査員からは、 積極的なさかな委員会の活動

を高く評価する意見とともに、 今後さまざまな教科での「関連させ

ることのできる教材探し」を勧めるアドバイスがあった。

その影響もあってか、 2008年度は委員会活動の枠にとらわれない

活動が生まれた。6年担任の教諭から国語の教材「イ ースタ ー 島には

なぜ森林がないのか」をビオト ー プに置き換えて環境学習ができな

いかという相談がセンタ ー にあり、 取り組むことになった。この教

材は「豊かな自然があったイ ースタ ー 島では、 だんだん人口が増え

て行くに従い自然破壊が進み、 島の中で自給的な暮らしができなく

なってしまった。この話から、 私たちはどうしたらいいか考えてみ

よう」という内容のもの。教諭は、 この教材を自分たちの地域や地

域の自然に置き換え、 私たちはこれからどういう暮らしをしていっ

たらいいかということを考えるきっかけに使いたいという思いを持

ったという。

実際の授業では、 同校のビオト ー プで馴染みのあるメダカとカワ

バタモロ コ が減ってきた理由を考えることを導入にし、 生きものの

ことや田んぽのつくり方の変遥、 自分たちが住むニュ ー タウンの歴

史などを調べ、 一人ひとりが一冊の本に仕上げた。

この学習での指導員の支援は、 出前授業で青空教室を実施する形

で行われた（表3-5)。昔の田んぽと今の田んぽの違いに関する説明

では、 今の田んぽは水路と田んぽの問に段差があり、 生きものが水

路などと田んぼの間を行き来できない状態になっているという問題

を提示し、「労力は少なく収穫は高く」という人間の都合で生きもの

が生きにくくなっていることへの気づきをうながした。子どもたち

の間では「ごはんは食べたいけれど生きものがいなくなるというの

は、 私たちも生きものなんだから、 これから、 私たちもいなくなる

んじゃないか」という人間社会の存続の危機意識を持った意見が出

たことをきっかけに、 活発な意見が飛ぴ交ったという。
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写真3-16 6年・青空授業のようす

メダカやカワパタモロコがなぜ減ったかや、

昔と今の田んぼの作りかたの違いについて学ぷ

写真3-17 6年・吉空授業のようす

ピオト ー プの生きものを採集
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〈ひろげる・続ける支援への課題〉

総合的な学習をはじめとするさまざまな学習支援から、 学校ビオ

ト ー プづくりや活用への重点的な支援まで展開するセンタ ー だが、

今後、 このような支援をより多くの学校へ、 継続的に提供していく

上での課題はどのような点にあるのだろうか。

現在、 センタ ーに寄せられる来館申込みのうち、 市内の学校園か

らのスク ー ルサポ ー ト事業やビオトー プ事業の要請は、 4人の指導貝

が直接対応している。 一方、 兵庫県では県内の小学3年生を対象に実

施している環境体験事業1) の流れもあり、 他市町小学校からの来館

申込は、 年々増加の一 途を辿っている。 こういった市外からの要請

にはNPO法人キッピ ー フレンズの環境学習グル ー プがサポ ー ト体制

を整えて対応し、 指導後継者育成にも取り組み始めている。

事業が進むにつれ、 学校ビオトー プに取り組む学校も他にも出て

きたが、 更に実践する学校数が増えた場合、 現在の体制、 予算でど

れだけの支援が継続できるか ―— これが一番の課題のようで、 指導員

からも、 雁用拡大や人材育成の体制づくりを望む声が聞かれる。

学校ビオト ー プづくりやその活用を支援する主体として社会教育

施設が果たすことのできる役割は、 センタ ー の取り組みから見て取

れるように非常に大きい。 同様に、 予算や人材面など解決すべき課

題もまた大きい。 これらの課題に対しては、 従来から取り組まれて

いる地域における人材の発掘や登録制度を整備・充実させることに

より、 関連事業をサポ ー トする人材の確保を進めることも必要とい

える。 さらに、 近年取り組みが活発化している企業の CSR 事業の

対象施設として位置づけ、 予算や人材面での改善をはかることも有

効だろう。 いずれにおいても、 社会教育施設は文字通り地域におけ

る環境教育の拠点施設であるという認識をさらに高めていく必要が

あると思われる。

1)環境体験事業：兵庫県内の小学3年児童を対象に、 年3回、 学校

外の自然環境が豊かな場所でさまざまな体験活動を学校教育活
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動として実施する内容の事業。2009年度からは県内全小学校で

実施予定。 同県では、 先行して実施されている事業として小学5

年児童を対象にした5泊6日の「自然学校推進事業」 がある。

注：本文は、「検証学校ビオトー プ」(2008.10.5)での広田絹子氏の

報告と三田市有馬富士自然学習センタ ー 館長・高島信之氏への

取材を基に作成した。

3-4 継続的な活用に向けた課題と展望

前節までに学校ビオトー プの空間特性と活用実態の評価や継続的

な活用方策の先進事例を述べたが、 それらを踏まえ「阪神・都市ビ

オトープフォ ー ラム」 のメンバ ー を中心とした討論を数回実施した。

その過程で、 現状の課題と今後に向けた方向性が、 図3-1に示すよ

うに整理された。

〈全体構造の把握〉

まず、 現状の課題としては、 学校ビオトー プの活用にかかわる課

題と整備・維持管理に関する課題があげられた。活用にかかわる課

題としては、「担当者が換わると活用されなくなる」「学校のカリキ

ュラムにあわせて活用することが難しい」「先生によって関心の高さ

に差がある」「先生のピオトー プ活用に対する視野が狭い」などが、

整備・維持管理に関する課題としては、「人手が足りず維持管理が個

人の努力になっている」「維持管理の方法がわからない」「予算不足」

などが指摘された。

これらの課題に対応して、 大きく学校ビオトー プの活用をサポ ー

トする対策として、「活用プログラムの構築」「学校内での継承の仕

組みづくり」 に関する事柄があげられ、 整備・維持管理をサポ ー ト

する対策として「地域の人々との連携」 があげられた。 また、 学校

ビオトー プの活用と維持管理に関して「外部との連携による意識啓
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発やノウハウの共有」の必要性が指摘され、 関連して「活動への資

金援助」「行政にかかわる課題」も指摘された。 さらに、 学校敷地内

での学校ビオト ー プにとどまらず「ビオト ー プの概念の拡大」の必

要性が指摘された。 以下、 それぞれの対策について述べる。

＜学校ビオトーブの概念の拡大＞
＜地域の人々との連携＞

■活用ブログラムの内容

・教科で活用するもの
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図3-1 継続的活用に向けた課題と展望
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〈活用プログラムの構築と学校内での継承の仕組みづくり〉

これまで学校ビオトー プの整備マニュアルは数多くつくられてき

たが、 活用プログラムはあまりつくられていない。 活用する方法が

わからない先生が多く、 カリキュラムに組み込む必要があると思わ

れる。 具体的な活用プログラムとしては、 新学習指導要領に対応し、

理科・図エ•音楽などの教科で活用できるもので、 ビオトー プに関

心を持ってもらえ、 ビオトー プの1年の移り変わりが感じられるも

のが好ましい。 その作成については、 事前に実践することが望まし

く、 また作成後使われなくならないように研修会などを行うことが

必要である。 さらに、 実践事例を継承するための学校内での仕組み

づくりとして、 担当者交代の際の引き継ぎ、 学習記録簿等により情

報・ノウハウの共有化が必要であると思われる。

〈地域の人々との連携〉

子ども、 教師、 地域住民が関心を持ち、 楽しめるものにすること

が、 長く続けられてかかわりを強化する上でも大切なことといえる。

さらに、 整備そのものに対する関心が強いことより、 継続的にリニ

ュー アルすることも有効であるとともに、 PTAや環境リ ー ダ ー な

どとも連携しつつ、 整備や維持管理について合意形成を図ることも

重要である。 一方、 学校ビオトープをサポ ー トする側の課題として、

学校との意思疎通をスムー ズにすること、 教師の育成も同時に行い

最終的には教師が主体的に実践できるようになることなどが必要で

あることが指摘された。 また、 地域のへの呼ぴかけの工夫として、

学校便りにピオト ー プコ ー ナ ー を設けるなど学内からの呼びかけ、

情報発信が有効であり、 それが企業からの助成につながった事例な

どが紹介された。

〈外部との連携による意識啓発やノウハウの共有〉

学校ピオトー プの活用や維持管理に関して、 外部との連携により、

教職員への意識啓発、 維持管理の知識獲得などが指摘され、 専門
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家・教育センター の利用、 学校を支える組織のようなもの、 活用を

進める上でのカウンセリングの必要性が指摘された。 具体的な実践

内容としては、 実践事例資料などを見ることができる教育センター

の活用、 専門知識のある人との連携、 学校ピオトー プコンク ールの

活用、 社会教育施設のスク ー ルサポ ー トの活用などがあげられた。

さらに、 実践にかかわる課題として、 学校ビオトー プコンク ールの

活用に関しては、 発表時の印象を高めるために演出過多になりすぎ

る傾向があることや、 コンク ー ルなどで受賞したり、 知名度が上が

った後の視察の増加が学校の教師の負担になっていることが指摘さ

れた。 また、 社会教育施設に関しては、 人材育成・スタッフ派遣に

かかわる予算不足、 実施の可否が自治体の考えに左右されることな

どが指摘され、 行政にかかわる課題として、 予算不足、 学校との連

携不足、 行政計画上での位置づけの必要性などが再認識された。

〈学校ピオト ー プの概念の拡大〉

学校ビオトー プをさらに広い視点から見寵すべきであるとの考え

から、 ビオトー プだから汚なくていいというのではなく風景として

美しいこと、 本物の自然風景に子どもたちをつないでいく役割を果

たせるものであること、 地域の自然特性や風景にあったものである

こと、 子どもが気軽に生きものとふれあえ・遊べる場であること、

存在そのものが癒しになることなどといった、 学校ビオト ー プのあ

るべき姿を再考すべきであるとの指摘がなされた。 この考え方と活

用プログラムの構築を受けて、 学校ピオトー プを「本物の自然環境

とセットにした環境教育への活用」の場として位置づけることが有

効であるとの指摘がなされた。 具体的には、 兵庫県が小学校3年生に

対して年3回自然環境を体験する制度として実践している「環境体験

事業」において、 その事前事後学習に安全に気軽に使うことができ

る場として、 学校ビオト ー プが有効に機能することが紹介された。

さらに、 日本の原風景としての稲作の風景や1年で1サイクルの環

境変化がもたらされる「田んぼビオトー プ」も有効であると指摘さ
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れた。 そして、 学校ビオト ー プを、 地域の人々との連携を強化しつ

つ地域再生の拠点として位置づけ、 そうすることにより学校教育の

分野だけでなく、 その他の行政分野との連携の可能性を探っていく

ことの必要性も指摘された。

以上のように、 学校ビオト ー プの継続的な活用に向けた課題が整

理され、 今後取り組むべき方向性が示唆されたと思われる。 なお、

ここで整理された様々な意見は、現代 GP による分科会 (2008.10.5) 、

研究会 (2008.12.15) と本年度計8回の定例会での議論によるもので

あり、 参加して頂いた方々にこの場を借りて御礼申し上げる。
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おわりに

学校ビオトー プについては従来までの学校内空間としてはかなり異

質な概念や機能を持つ空間として取り入れられたと考えられる。

その存在に大きな期待を寄せ、 普及や支援に力を注いできた阪神・

都市ビオトー プフォ ー ラムにとって、 定着度合やどのような課題が生

じているかは大きな関心事であった。 そのため、 2008年春からその実

状について定例研究会やアンケ ー ト調査などを進めてきたが、幸いこ

のたび大阪府立大学現代 GP 堺・南大阪地域学フォ ー ラムの平成20年

度分科会のテ ー マに「検証・学校ビオトー プ」が取り上げられ、 共同

成果としてプックレットで報告できることは望外の喜びである。

今回の調査や事例報告を通して、 整備後の多くの学校ビオト ー プ

が、 単に生物生息空間としての役割だけにとどまらず、 さまざまな

役割を果たしていることがわかってきた。 また、 その継続的な管理

や利用において、 多くの成果が集積されつつあるが、 一方従来の教

材園や学習園とは異なり、 地域独自の自然環境と強く結ぴつき、 ま

た自然の持つ動的な性格から、 学校現場ではなかなか取り組みが難

しいということも見えてきた。

このように、 日本型学校ビオト ー プともいうべきさまざまな機能

を果たしている学校ビオト ー プの実態がかなり明瞭になったものと

考えている。 特に好事例として報告された学校では今までの学校の

枠にとらわれない学校教職員と地域住民やPTAその他関係者との

協カ・連携関係が共通的に確認され、 いわゆる「みなしごビオト ー

プ」にしないためには学校だけに閉じ込めず、 地域とのつながりが

重要であることがあらためて認識された。

このような認識を踏まえて、 今後学校ビオト ー プが自然への理解

と愛着を育む場として学校内で活用されるにとどまらず、 まちづく

りや地域コミュニティの再生にも大きな役割を果たすことを大いに

期待している。

阪神・都市ビオトー プフォ ー ラム代表 戸田 歌介
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今Hの社会は、 映像メデイアを主体とする多種多様な梢報が氾濫する中で、 人

類が牛存する地球全体の命運をも決しかねない多くの要因をはらんでいる状況に

あると ， iえます。 しかも、 それはLI常のI厨舌と深いかかわりにおいて展l}tlしつつ

あります。時々刻々と拡大・膨張する学術，科学技術の分野は微に入り、 細を穿
つ解析的手法のMl}りが進む一 方で、総括的把拙と大局(1りな視座を見失いがちです。

また、 多種多様な情報伝達の迅述化が進む反而、 最近とみに「知的所有権」と称し

て、 一時的であるにしても新知見の守秘を余儀なくされているのが、 科学技術梢

報の現状と甘えるのではないでしょうか。 この傾向は自然科学に止まらず、 人文

科学、 社会科学の分野にも及んでいる、しせが今II (1り問題であると考えられます。

本米、 学術はあらゆる事象の中から、 手法はいかようであっても、 議論・考察

を尽くし、 殷開していくのがそのあるべきスタイルです。 教脊・研究の現場にい

る者が内輪で議論するだけでなく、 さまざまな学1iり分野のさまざまなテー マにつ

いて、広く議論の楊を提供することが、それぞれの七張を社会共通の場に提示し、

真の情報交換を·ur能にすることに疑いの余地はありません。

活字文化の危機（Iり状況がIUI•ばれる中で、 シリ ー ズ「OMUPプックレット」を

刊行するに至ったのは、 小•IIIt子ながら映｛象文化では伝達し得ない梢報の議論の場

を、 われわれの身近なところから創設しようとするものです。 この小II廿子が各種

の講演、 公IIFJ講座、 グルー プ読祁会のテキストとして、 あるいは一般の講義副読

本として活JIjしていただけることを刷う次第です。 また、 明確な主張を端的に伝

逹し、 説者のヤr様の理解と判断の一助になることを念ずるものです。

平成18年4月

OMUP設立五周年を記念して

大阪公立大学共同出版会(OMUP)

【節者略歴】＜担当：はじめに、第1登、第3章4節＞
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(2003)、「身近な森の歩きJi」(2003)などを分担執筆。 生物相の
配砥した只が形成、 地域性の創出と継承、 自然環境教脊およぴ仕
民参加に関する研究を遂行中。
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〇所屈：兵庫県立淡路娯観園芸学校批観マネジメント部門尿観
園芸専門且／兵躯県立大学 自然・只校科学研究所講師
〇経歴：1976年大阪府生まれ。2001年大阪府立大学大学院『i学生
命科学研究科修士課程修了後、兵庫県立人と自然の博物館研究且
を経て、2008年10月より現耽
〇専l"I分野：パ ー クマネジメント、閲挽学11
。～じな業紹や活動：自然棗境シミュレ ー タ ーなど各種教材開発を
行う。2005年21世紀ヒュ ーマンケア研究横構論文優秀双、2006年
こども環榜学会論文炊受1t。

【節者略歴］＜担当：第2章＞

〇所属：大阪市教脊センタ ー 研究官
〇経歴：1954年兵血県生まれ。1979年大阪教脊大学教脊学部卒業、
1999年大阪教脊大学大学院教脊学研究科修士課程修了。小学校教
論を経て、1989年大阪市教育センター所µ。1997より現耽。
〇専門分野：四境教育及ぴ理科教脊

• O上な栗紹や活動： 「自然に学ぼう」(1997)「学校ピオトー プの
）)kl汗l」(1999)「学校ピオトープQ&A」(2001)「地域環境教脊を

谷村 載美
（たにむら としみ）

三田 桂子
（みた けいこ）

―!" 

主題とした「総合学習Jの展開」(2006)などを分担執節。児童生
徒の自然閑悦の保全への意欲を甜める呪挽教脊及ぴ理科教脊に関
する研究を遂行中。

【節者略歴］＜担当：第2空＞

〇所狐：大阪府立大学 生命沢悦科学部 緑地閃悦科学科 4年
〇経歴：1986年大阪府生まれ。2009年度より神戸市役所入所（予
定）
〇-WI'り分野：地域生態学
〇主な活動：阪神・都市ピオトー プフォ ー ラムに参両。



高畑 正
（たかはた ただし）

［第者略歴］＜担当：第3章1節＞

〇所板：神戸市立須府離宮公I蘭長
〇経歴：1953年大分県生まれ。1975年大阪府立大学［t学部卒業後、
神戸市役所入所。閃境事業団神戸建設事務所長、布引ハ ー プ園長
などを経て現職。
〇専l"I分野およぴ打格：市民活動による自然環境再生、 1級造園
施工竹理技士、上級閃校再生医、公園行理巡営士
〇上な業紹や活動： 「みどりのコミュニテイデザイン」 (2002) 、
「自然観察リ ー ダ ー のための奥須附公園ガイド」 (2000) 、「学校ピ
オト ープの展開」(1999)分担執邪。神戸エコアップ研究会会長、
1;i ·都Jt•生ネットこうべ代表、横尾小学校学校評議且、阪神 ・ 都
市ピオト ー プフォ ー ラム実行委U、全国トンポ市民サミット実行
委li等。

［節者略歴］＜担当：第3章2節、おわりに＞

〇所属：甲南大学・神戸国際大学非常勤講師
1943年中l出生まれ。1967年束点店工大学店学部林学科卒栗後、臥
生省（現呪坑省）入省、兵ilI県観光課、自然系博物館設立準備室、
紐県立人と自然の博物館主任研究且、原都市閃境保全活動セン

i� :；：！は1悶悶°：棗培教心、技術士（即如部I"!) ・ー級

戸田耽介
ヒオトープ計画行理士

（とだこうすけ）
〇上な業紹や活動： 「学校ピオトー プ1［例集」(1996)、「r1然観察

ノ

金下 玲子
（かねした れいこ）

マニュアル」(1993)などを分担執箪。（社）II本閃榜教ffフォ ー

ラム監’!［、（財）Fl,4,:生態系協会評議U、（特括）こども屎悦活動
支援協会監事、阪神 ・ 都市ビオトー プフォ ーラム代表他。

［第者略歴】＜第3章3節＞

o,所板：フリーランス（教育一般・沢境教行）
〇経歴：1965年京都府生まれ。1987年南山大学文学部卒業、広告
関述企業、教行l関述新聞社を経てフリ ー ランス。
〇専門分野：呪境教脊
〇上な活動：阪神・都市ピオトー プフォ ー ラム‘lt務｝ ふ 店・祁共
生ネットこうぺ実行委U等。
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O MUPの由来
大阪公立大学共同出版会（略称OM UP)は新たな千年紀のスタ ー トとともに大
阪南部に位阻する5公立大学、 すなわち大阪市立大学、 大阪府立大学、 大阪女
子大学、 大阪府立看陵大学ならぴに大阪府立看護大学医療技術短期大学部を構
成する教授を中心に設立された学術出版会である。 なお府立l関係の大学は2005
年4月に統合され、 本出版会も大阪市立、 大阪府立両大学から構成されることに
なった。

Osaka Municipal Universities Press (OMUP) was established in new millennium 
as an association for academic publications by professors of five municipal uni­
versities. namely Osaka City University, Osaka Prefecture University, Osaka 
Women's University, Osaka Prefectural College of Nursing and Osaka 

Prefectural College of Health Sciences that all located in southern part of Osaka 
Above prefectural Universities united into OPU on April in 2005. Therefore 
OMUP is consisted of two Universities. OCU and OPU. 
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